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ま

題
話
の
ち

や
ト
ン
ベ
イ
い
な
れ
き
し
載
掲
で
題
話
の
ち
ま

。
中
信
配
で
m
a
r
g
a
t
s
n
I
や
k
o
o
b
e
c
a
F
の
町
は
真
写

か
災
震
大
本
日
東

ら
10
年

⑤ ④

①ー震災で亡くなられた全ての方々に追悼の意を込めて　
②ー３月１１日の午後２時４６分に町民を代表して町長はじめ関係者１２名が慰霊祈念碑前で黙祷しました　　　　
③ー３月１１日に役場町民ホールに設置された御記帳台　　　④ー２月２５日に行われた特別授業の風景　　
⑤ー今月号と一緒に配布される「復興のあゆみ」の表紙を撮影するため、町内の小学３年生みんなで「未来」を描きました

③ ①

②

３

　

月
11

か
災
震
大
本
日
東
、
日

ら
10

こ
る
な
と
年

れ
ら
け
設
に
前
碑
念
祈
霊
慰
災
震
大
本
日
東
、
日
の

想
を
々
方
た
れ
ら
な
く
亡
で
災
震
、
は
に
台
花
献
た

が
方
の
く
多
め
含
を
客
光
観
た
れ
訪
ら
か
国
全
、
い

。
た
し
ま
れ
訪
に
花
献

て
れ
忘
て
し
決
は
災
震
大
本
日
東
「
は
方
た
れ
訪

　

に
気
元
も
今
、
え
越
り
乗
を
日
の
あ
。
い
な
け
い
は

の
方
た
れ
ら
な
く
亡
、
し
謝
感
に
と
こ
る
い
て
き
生

し
話
と
」
。
う
思
と
い
た
き
生
に
命
懸
生
一
で
ま
分

。
た
し
ま
い
て

２
、
た
ま

　

月
25

館
育
体
校
学
小
一
第
島
松
は
に
日

生
発
が
災
震
大
本
日
東
（
生
年
３
学
小
の
内
町
、
で

職
町
、
に
象
対
を
）
達
も
ど
子
た
れ
ま
生
に
年
た
し

。
た
し
ま
い
行
を
業
授
別
特
が
員

う
通
の
達
分
自
や
町
む
住
の
達
分
自
、
時
当
災
発

　

明
説
か
の
た
き
て
し
興
復
旧
復
に
う
よ
の
ど
ら
か
こ

い
て
い
聞
を
話
で
情
表
な
剣
真
は
達
徒
生
、
け
受
を

。
た
し
ま
　

」
来
未
「
の
こ
。
た
し
ま
き
描
で
員
全
を
字
文
う
い
と

り
語
に
来
未
を
災
震
大
本
日
東
『
は
に
字
文
う
い
と

、
り
お
て
れ
ら
め
込
が
い
思
う
い
と
』
い
し
ほ
で
い
継

る
い
て
し
布
配
に
緒
一
と
号
月
今
は
真
写
た
し
影
撮

。
す
ま
い
て
し
用
使
て
し
と
紙
表
の
』
み
ゆ
あ
の
興
復
『

動
た
め
と
ま
を
子
様
の
で
ま
影
撮
真
写
ら
か
業
授

　

。
す
ま
い
て
し

。
い
さ
だ
く
覧
ご
ひ
ぜ

　

▲動画用
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
規
模
を
縮
小

し
て
挙
行
さ
れ
た
「
卒
園
式
・
修

了
式
・
卒
業
式
」。

　

松
島
中
学
校
で
は
在
校
生
は
一

部
の
生
徒
し
か
参
加
で
き
な
か
っ

た
た
め
、
例
年
の
賑
や
か
な
卒
業

式
と
は
異
な
り
、
落
ち
着
い
た
雰

囲
気
で
素
敵
な
卒
業
式
に
な
り
ま

し
た
。

　

別
の
道
へ
進
む
友
と
の
別
れ
を

惜
し
む
生
徒
も
お
り
、
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
た
く
さ
ん
思
い
出
を

残
し
て
い
ま
し
た
。

　

卒
園
、
修
了
、
卒
業
さ
れ
た
皆

さ
ん
、
そ
し
て
保
護
者
の
皆
さ
ん
、

あ
ら
た
め
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
新
た
な
旅
立
ち

を
、
松
島
町
は
心
か
ら
応
援
し
て

い
ま
す
。

令
和
２
年
度

卒
園
式
・
修
了
式
・
卒
業
証
書
授
与
式

宮城県松島高等学校の様子

松島中学校の様子

松島第二小学校の様子

松島第五幼稚園の様子

松島第一幼稚園の様子

磯崎保育所の様子

松島第五小学校の様子

松島第一小学校の様子

松島第二幼稚園・高城保育所分園の様子

松島保育所の様子

高城保育所の様子
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御
下
賜
金
と
は
、
天
皇
誕
生
日
に

際
し
、
社
会
福
祉
事
業
奨
励
の
た
め

に
、
天
皇
陛
下
か
ら
全
国
の
優
良
民

間
社
会
福
祉
事
業
施
設
及
び
団
体
に

対
し
金
一
封
が
下
賜
さ
れ
る
も
の
で

す
。

　

２
月
22
日
に
村
井
嘉
浩
宮
城
県
知

事
か
ら
御
下
賜
金
の
伝
達
が
行
わ
れ
、

拝
受
者
で
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
清
楽
苑
」（
塩
竈
市
）
を
代
表
し
、

「
清
楽
苑
」
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法

人
「
千
賀
の
浦
福
祉
会
」
の
遠
山
勝

雄
理
事
長
が
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

遠
山
理
事
長
は
、
２
月
25
日
に
役

場
を
訪
れ
、
櫻
井
町
長
に
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

「
社
会
福
祉
法
人 

千
賀
の
浦
福
祉
会
」
が

天
皇
陛
下
か
ら
御
下
賜
金
を
伝
達
さ
れ
ま
し
た

　

第
13
回
明
る
い
選
挙
啓
発
標
語
作

品
に
お
い
て
、
松
島
第
五
小
学
校
３

年
生
安
岡
頼
利
君
の
作
品
「
ま
ず
行

こ
う 

あ
な
た
の
心 

伝
え
る
選
挙
」

が
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

応
募
作
品
２
，２
１
３
点
の
中
か

ら
優
秀
賞
９
点
の
う
ち
の
１
点
に
選

ば
れ
た
も
の
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
に
よ
り
全
員
集
ま
っ
て
の
大
会
が

中
止
と
な
り
、
代
わ
っ
て
県
か
ら
町

へ
伝
達
が
依
頼
さ
れ
た
た
め
、
２
月

12
日
に
役
場
で
町
選
挙
管
理
委
員
会

の
佐
藤
稜
威
彦
委
員
長
よ
り
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
後
の
選
挙
に
お
い
て

こ
の
標
語
を
選
挙
啓
発
に
役
立
て
て

行
く
予
定
で
す
。

選
挙
啓
発
標
語
で

優
秀
賞
を
受
賞

表
彰
さ
れ
た
一
般
社
団
法
人
松
島
の

か
ぜ
の
方
々

や
す
お
か   

ら
い
と

表彰された遠山理事長（右）

　

日
本
災
害
医
学
会
は
、
災
害
時
の

医
療
に
携
わ
る
医
師
、
看
護
師
、
救

急
隊
員
ほ
か
各
職
種
の
個
人
や
研
究

者
、
災
害
医
療
や
防
災
業
務
に
携
わ

る
組
織
な
ど
が
参
加
す
る
学
会
で
、

全
国
に
６
，０
０
０
人
程
の
会
員
が

い
ま
す
。

　

志
賀
会
長
は
当
学
会
で
10
年
以
上

活
躍
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
全

国
で
20
人
し
か
い
な
い
功
労
会
員
の

１
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
１
日
に
役
場
を
訪
れ
、
櫻
井

町
長
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

松
島
観
光
協
会
の
志
賀
寧
会
長
が

日
本
災
害
医
学
会
の
功
労
会
員
に

な
り
ま
し
た

功労会員になられた志賀会長

　

中
学
１
年
生
か
ら
の
６
年
間
、
ジ

ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
松
島
町

の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
様
々
な
活

動
に
取
り
組
ん
だ
高
校
３
年
生
の
会

員
に
、
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

贈
呈
さ
れ
た
の
は
、
角
田
愛
実
さ

ん
、
櫻
井
朱
里
さ
ん
、
櫻
井
樹
さ
ん

の
３
人
で
す
。
現
役
時
代
は
ジ
ュ
ニ

ア
・
リ
ー
ダ
ー
の
中
心
と
し
て
会
員

を
ま
と
め
、
よ
り
良
い
活
動
に
す
る

た
め
に
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
す

な
ど
、
素
晴
ら
し
い
活
躍
を
し
ま
し

た
。

　

今
後
も
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
活

動
の
経
験
を
生
か
し
て
、
社
会
で
輝

か
し
い
活
躍
を
し
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
に

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た教育長から感謝状を贈呈された、左から順に

櫻井樹さん、角田愛実さん、櫻井朱里さん

表彰された安岡来頼利くん（中央）と家族

　

一
般
社
団
法
人
「
松
島
の
か
ぜ
」
が

行
う
農
福
連
携
の
取
組
に
対
し
、
農
林

水
産
省
が
主
催
す
る
「
ノ
ウ
フ
ク
・
ア

ワ
ー
ド
２
０
２
０
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

農
福
連
携
と
は
、
障
が
い
者
の
方
が

農
業
分
野
で
活
動
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、

自
信
や
生
き
が
い
を
持
っ
て
社
会
参
画

を
実
現
す
る
取
り
組
み
の
こ
と
で
す
。

　

同
法
人
で
は
、
障
が
い
者
の
雇
用
を

確
保
し
、
農
業
や
漁
業
に
労
働
力
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
東
日
本
大
震
災
の
影

響
を
受
け
た
地
域
産
業
の
再
生
を
図
る

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

ノ
ウ
フ
ク
・
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
０
を

受
賞
し
ま
し
た

ご
か
し
き
ん
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おめでとう
す
く く
す 1歳

め
い

あ
か
ま　

赤
間　

芽
依
ち
ゃ
ん

令
和
２
年
４
月
９
日
生
ま
れ　

長
女（
磯
崎
）

お
歌
や
手
遊
び
が
大
好
き
な

我
が
家
の
ア
イ
ド
ル
♥

  

た
ん
の　

丹
野　

那
咲
ち
ゃ
ん

令
和
２
年
４
月
12
日
生
ま
れ　

長
女（
幡
谷
）

我
が
家
の
ア
イ
ド
ル
！
お
兄
ち
ゃ
ん
大
好
き

  

す
ず
き　

鈴
木　

成
季
く
ん

令
和
２
年
４
月
15
日
生
ま
れ　

次
男（
本
郷
）

体
の
大
き
な
男
の
子
で
す
！

町の人口
町の人口　　（）は前月比
３月１日現在　住民基本台帳

男　性
女　性
人口計
世帯数

６，６０６ 人  
７，０１７ 人  
１３，６２３ 人  
５，６６０世帯

（－１２ 人  ）
（－１１ 人  ）
（－２３ 人  ）
（－  １世帯）

「すくすく１歳おめでとう」の掲載案内は誕生月の前々月末～前月上旬頃にお送りしています。
ぜひご応募ください。
● 問合先　企画調整課　☎３５４-５７０２

＜寄付・寄贈＞

町内幼稚園、小・中学校へ

寄　　付　　　　公益財団法人北野生涯教育振興会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５００,０００円分図書

な
る
き

竹川　陽渚ちゃん
令和２年４月３０日生まれ　長女（下竹谷）
お兄ちゃん大好きな食いしん坊ガールです！

たけかわ ひなぎ

　

２
月
８
日
、
東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式

会
社
塩
釜
電
力
セ
ン
タ
ー
の
穴
澤
所
長
と
株
式

会
社
ユ
ア
テ
ッ
ク
塩
釜
営
業
所
の
一
戸
所
長
が

来
庁
し
、
L
E
D
街
路
灯
10
基
と
取
付
工
事
一

式
の
目
録
を
櫻
井
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
本
町
に
毎
年
、
街
路
灯
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

寄
贈
さ
れ
た
L
E
D
街
路
灯
は
各
地
区
か
ら

の
要
望
を
踏
ま
え
、
照
明
が
設
置
さ
れ
て
お
ら

ず
暗
い
場
所
に
、
設
置
さ
れ
ま
す
。

L
E
D
街
路
灯
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た

株式会社ユアテック塩釜営業所一戸所長と（左）
東北電力ネットワーク株式会社塩釜電力センター穴澤所長（右）

な
な

令和２年４月生まれ
町内在住で、各月１歳のお誕生日を迎える赤ちゃんを紹介します。

生涯学習・社会教育に関連する表彰
４期（８年）にわたり、本町及び仙台管内、宮城県内全域の社会教育の発展に尽力し、功績のあった松島町社会教育委員
２名が、宮城県社会教育委員連絡協議会より表彰されました。
○伊藤　淳美　氏　（高城）　　○藤澤　美子　氏　（幡谷）
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窓　　口　　名 問　合　先 受 付 時 間 備　　　　　　考

24時間
（土日・祝日も実施）

午前9時～午後5時
（月～金曜日）

午前9時～午後9時
（土日・祝日も実施）

宮城県相談窓口
（コールセンター）

みやぎ外国人相談センター

厚生労働省相談窓口

☎398-9211

☎275-9990

☎0120-565653

聴覚に障害のある方をはじめ、電話での相談
が難しい方はメールかFAXをご利用ください。
メール：sodan-corona@pref.miyagi.lg.jp
FAX：200-2965

聴覚に障害のある方をはじめ、電話での相談
が難しい方はFAXをご利用ください。
FAX：03-3595-2756

新型コロナウイルス感染症関連の相談窓口

新型コロナワクチンは、
発症を防ぐ効果が認められています

　今回新たに承認された新型コロナワクチンは２回の接種
によって、９５％の有効性で発熱やせきなどの症状が出る
こと（発症）を防ぐ効果が認められています。
（※インフルエンザワクチンの有効性は約４０～６０％）

ワクチンについて、
正しく知ったうえで、判断しましょう

　新型コロナワクチンを承認し、接種をお勧めするにあた
って、国内外の数万人のデータから、発症予防効果などワ
クチン接種のメリットが、副反応といったデメリットより
大きいことを確認しています。

どんなワクチンでも、
副反応が起こる可能性があります

　一般的にワクチン接種後には、ワクチンが免疫をつける
ための反応を起こすため、接種部位の痛み、発熱、頭痛な
どの「副反応」が生じる可能性があります。治療を要した
り、障害が残るほどの副反応は、極めて稀ではあるものの、
ゼロではありません。
（予防接種による健康被害は救済制度の対象です。）

ワクチン２回接種後の国内治験の状況
●接種部位の痛み　　　 約８０％
●３７.５度以上の発熱　約３３％
●疲労・倦怠感　　　　 約６０％

　日本では、ワクチン接種後１５～３０分経過を見て、万
が一アナフィラキシーが起きても医療従事者が必要な対応
を行います。
（アナフィラキシーの発生頻度は、市販後米国では１００
万人に５人程度です。）

※予防接種による健康被害の救済制度
　予防接種によって健康被害（病気になったり障害が残っ
たりすること）が生じた場合に、予防接種法に基づく救済
（医療費・障害年金等の給付）が受けられます。

新型コロナワクチンの接種には、
優先順位があります

　ワクチンの調達が段階的にならざるを得ないことから、
まず、重症化リスクの高い方から順に接種することで、重
傷者や死亡者を減らすことを優先します。また、新型コロ
ナウイルス感染症患者に対する医療提供体制を守ることも
不可欠です。
　このため、次の順序で接種をしていく方針です。
①新型コロナウイルス感染症患者等に直接医療を提供する
　医療従事者等
②６５歳以上の高齢者
③基礎疾患を有する方や高齢者施設等において利用者に直
　接接する職員
④１６歳以上の一般の方

※掲載している新型コロナワクチンは、ファイザー社製のものです。
※掲載の内容は令和３年２月１９日時点の情報です。今後見直され
　る場合があります。

新型コロナワクチンに関する情報を
お伝えします

※詳細は下記へ
　厚生労働省ホームページ　（新型コロナワクチンについて）
　https://www.kantei.go.jp/jp/headline/kansensho/vaccine.html

※２回の接種が完了するまで、確実に保管してください。
※接種日程等は、決定次第お知らせいたします。
●問合先　新型コロナウイルスワクチン接種対策室　
　　　　　☎３５５-０６６７

新型コロナウイルスワクチン接種券が
順次お手元に届きます

厚生労働省HP
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新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金事業一覧
（国第３次補正分）

　本町では、地方創生臨時交付金を活用した事業として、次の９事業
を新たに実施します。

公共空間感染対策事業

事業費：2,000千円
安全・安心な公共空間を提供するた
め、町営バスや会議室等に、新型コ
ロナウイルス等の不活化に有効とさ
れるオゾン発生装置を整備する。
■整備場所
　町営バス、会議室等、ホール等

●担当：総務課環境防災班

事業費：5,000千円

コンビニエンスストア等証明書
自動交付システム構築事業

事業費：47,341千円
庁舎窓口への来庁者を分散させるこ
とで感染拡大防止を図るため、住民
票の写しや戸籍謄本等の証明書の取
得をコンビニエンスストア等でも可
能とする。
■システム構築

●担当：町民福祉課町民サービス班

中学校特別教室感染対策
空調設備整備事業

事業費：5,000千円
感染症対策を徹底した安心安全な教
育環境を整備するため、中学校の音
楽室に換気型空調設備を設置する。
■音楽室(1室)

●担当：教育課学校教育班

事業費：47,640千円

新型コロナウイルス感染症
対策事業継続支援事業

事業費：21,262千円
町内に法人または事業所のある医療
機関等に対し、事業継続の一助とな
るよう支援金を交付する。
■補助金：１０万円～３００万円
　※区分により補助額は異なります。
■対象者
　町内に法人又は事業所のある医療
　機関、医療保険適用薬局、介護サ
　ービス事業所、障がい者(児)福祉
　事業所
●担当：健康長寿課高齢者支援班

学校施設衛生環境対策事業

事業費：7,800千円
感染症対策を徹底した安心安全な教
育環境を整備するため、園児及び児
童等が使用する水道蛇口を自動水栓
に変更する。
■３幼稚園で合計２２か所
■３小学校で合計８３か所

●担当：教育課学校教育班

事業費：47,640千円

保育施設衛生環境対策事業

事業費：4,892千円
感染症対策を徹底した安心安全な保
育環境を整備するため、児童が使用
する水道蛇口を自動水栓に変更する。
■４保育所で合計３４か所 

●担当：町民福祉課こども支援班

松島町事業継続応援給付金事業

事業費：47,640千円
■補助金：５万円～４０万円
　※区分により補助額は異なります。
■対象者
　町内の事業者で令和３年１月から３月
　のいずれかの１か月の売上が、前年同
　月比で２０%以上減少した事業者。
※令和２年に創業した事業者は金融機関
　等に提出している事業計画書等に記載
　した売上月額と比較した場合。

●担当：産業観光課産業振興班

事業費：47,640千円

新生児給付金事業

事業費：6,500千円
令和３年４月から令和４年３月まで
に出生または出生予定の子に対する
給付金を交付する。
■給付金：１０万円／１人

●担当：町民福祉課こども支援班

事業費：47,640千円

デジタルワーキングスペース構築事業

事業費：5,000千円
民間企業等の在宅勤務を支援し、町内でのリモートワーク促進を図るため、町内
施設をワーキングスペースとして整備する。また、観光地の特色を生かした、宿
泊施設等におけるワーケーションプランの導入に係る環境整備を支援する。
■ワーキングスペース整備
　石田沢防災センター(予定)におけるWi-Fi環境整備機器、大型モニター・マイク
　スピーカー等機器、スペース対策(パーティション等)の整備を行う。
■ワーケーション導入支援
　町内宿泊施設等におけるワーケーション導入に係る通信環境構築費、施設内に
　新たにスペースを確保する場合の設備改修費等を支援する。
●担当：企画調整課
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年に 1回は健（検）診を受けましょう！
　生活習慣病は、自覚症状がない場合がほとんどで、気づいたときには重症化していることもあります。
「まさか」を防ぐためにも、年に 1回は健（検）診を受けましょう。

○実施場所：松島町文化観光交流館（アトレ・るHall）* 予定

対　　象　　者

４０～７４歳までの松島
町国民健康保険加入者

７５歳以上の後期高齢者
医療保険加入者

１８歳～３９歳の方

・特定健診、お達者健診、青年健診のい
　ずれかを受けた方で希望する方（有料）
　＊健診当日会場で申込み
・血圧測定、問診等で医師が必要と認め
　た方は無料。

４０歳以上の方

健（検）診名

　

希   
望   
者

〇その他の検診（実施場所：指定医療機関）

特定健診

お達者健診

青年健診

       心電図

       眼底検査

       貧血検査

結核検診・肺がん検診

対　象　者健診料金 健診料金

３０歳以上の方

４０歳以上の方

４０・４５・５０・５５
・６０・６５・７０歳の女性

５０歳以上の男性

４０歳の方、今まで受けそびれた方

３０～６９歳：１,８００円
７０歳以上：１,０００円

５００円

１,０００円

１,８００円

  　８００円

無　料

無　料

１,５００円

無　料

健（検）診名

胃がん検診

大腸がん検診

骨粗しょう症検診

前立腺がん検診

肝炎ウイルス検査

対　　象　　者 検診期間

２０歳以上の方

４０歳以上の偶数年齢の方

４０・５０・６０・７０歳の方

２,０００円 (７０歳以上無料 )

２,５００円 (７０歳以上無料 )

１,０００円

１０月１日～１１月３０日

７月～１１月（日時指定）

９月１日～１１月３０日

検診名

子宮がん検診

乳がん検診

歯周病検診

特定健診のお知らせ
「４０歳から７４歳の国保の方は情報提供事業にご協力ください」

～いまの心身の状態をよくすることが、未来の健康につながります～

ステップ１　
「総合健康診断申し込み書」等を記入する。
（配布：４月上旬予定）

　町内の医療機関で定期検査を受けているため、町の特定健診を受けない方は情報提供事業同意書を
提出ください（総合健診案内に同封）
＊提出をいただいた方には医療機関用の受診券をお送りします。
【問合先】健康長寿課健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）　☎３５５-０７０３

高齢者インフルエンザを希
望する方も、総合健康診断
申込書の申込欄に〇をつけ
て提出してください！！

白色の封筒で届きます。

希望する項目に○をつけ
てください。

ステップ２　
返信用封筒で返送する。（締切日：４月２３日㊎）

ステップ３　
健（検）診会場で各種健（検）診を受ける。
令和３年度総合健診：８月２７日㊎～９月５日㊐
（＊８月３０日㊊を除く。）
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予防接種を受けましょう！ ～松島町では、各種予防接種の助成を行っております～

【高齢者肺炎球菌ワクチン】
　肺炎球菌は高齢者の肺炎の原因菌の中で最も多いもので、予防接種により感染予防と重症化予防を図ることができます。
一年中いつでも接種できます。毎年接種する必要はありません。
●対象者　令和３年度に、６５歳・７０歳・７５歳・８０歳・８５歳・９０歳・９５歳・１００歳をむかえる方と、１０１
　　　　　歳以上の方
●予診票　令和３年度に６５歳、７０歳、７５歳でまだ接種をしていない方には予診票を送付します。それ以外の対象年齢
　　　　　の方で、接種を希望される場合は、下記問い合せ先までご連絡ください。
　　　　　このワクチンを町の助成で受けられるのは一人につき１回限りです。１度接種を受けた方は費用助成の対象外と
　　　　　なりますのでご注意ください。

【風しんの抗体検査と第５期定期接種】
　風しんはインフルエンザより感染力の強い感染症です。昭和３７年度～昭和５３年度生まれの男性は、過去に公的に予防
接種が行われていないため、自分が風しんにかかり、家族や周囲の人たちに広げてしまうおそれがあります。妊娠初期の妊
婦が風しんにかかると、赤ちゃんに高い確率で先天性の疾患が生じることがわかっています。対象者は、抗体検査および予
防接種（抗体が十分でない場合のみ）が原則無料で受けられます。社会全体で風しんの流行を予防しましょう。
●対象者　昭和３７年４月２日から昭和５４年４月１日生まれの男性
●内　容　抗体検査を無料で受けることができ、十分な抗体がなかった場合は予防接種も無料で受けることができます。
●クーポン券　クーポン券は既に対象者全員に送付しています。
　　　　　　　お手元にない方は、下記までご連絡ください。

【高齢者インフルエンザワクチン】
　住民健診の申し込み表に、インフルエンザワクチン予防接種の申し込み欄がありますので、ご希望の方は○をつけて同封
の返信用封筒にてご返送ください。
　申し込み者には、令和３年９月頃に予診票を送付します。

●申込・問合先　健康長寿課健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）　　☎３５５-０７０３

紙おむつの購入費用の一部を町が助成します！

松島町障がい者（児）紙おむつ購入助成事業 松島町高齢者紙おむつ購入助成事業

６４歳以下の方 ６５歳以上の方

●要　件
　・常時紙おむつを使用している方
　・松島町に住んでいて、住民基本台帳に登録されている方
　・身体障害者手帳又は療育手帳をお持ちの方
　※社会福祉施設、医療施設に入所または入院している方
　　や他制度で給付されている方は除きます。

●助成内容
　在宅で生活し、常時紙おむつを使用している障がい者
　（児）に対し、紙おむつの購入を助成しています。助成
　を希望される方は申請の前に一度お問い合わせください。

●備　考
　申請には民生委員児童委員の署名が必要となります。

●問合先　町民福祉課福祉班　☎３５４-５７０６

●要　件
　・常時おむつを使用している方
　・松島町に住んでいて、住民基本台帳に登録されている方
　※社会福祉施設、医療施設に入所または入院している方
　　は除きます。
●助成内容
　紙おむつ助成券
　（上半期分１，５００円、下半期分１，５００円）を交付
　※社会福祉協議会の紙おむつ助成券（上半期分１，５００
　円分、下半期分１，５００円）と合わせて交付します。
●申請期限
　上半期　　５月１４日㊎
　下半期　１１月１５日㊊
　（受付時間：平日　午前９時～午後５時）
●申請場所　
　健康長寿課高齢者支援班　窓口
　（保健福祉センターどんぐり内）
　※来庁できない場合は郵送もできますのでご相談ください。
●申請時の持ち物
　①申請書　②介護保険被保険者証等　③印鑑
●問合先　
　健康長寿課高齢者支援班（保健福祉センターどんぐり）
　☎３５５-０６７７

※新型コロナウイルスワクチン予防接種（２回接種）を受けるためにはそれぞれ前後２週間、他の予防接種が受けられませんのでご注意ください。
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☆上記の健診等は個別通知しますが、毎月発行の広報まつしまでご確認の
　上、お越しください。

☆予防接種は、かかりつけ医にご相談のうえ、計画的に接種しましょう。
☆日本脳炎ワクチンの接種を見合わせていた方で、ご不明な点があり
　ましたら、お問合せください。
☆子宮頸がん予防ワクチンは、積極的勧奨を見合わせております。接
　種を希望される方は、保健福祉センターまでお問合せください。

☆お子さまの発育・発達のこと、離乳食のことなど、相談は随
　時受付けています。

【問合先】　健康長寿課健康づくり班 （保健福祉センターどんぐり）
       　　  保健師・栄養士まで　☎３５５-０７０３

実施日

◇左記及び生
　後１歳未満
　で接種を受
　けていない
　乳児

対　　　象　　　者

R２．１０月　３日～
　　　　R２．１２月２６日生

R２．１２月２７日～
　　　　　R３．３月　６日生

R３．３月　７日～
　　　　　R３．５月１５日生

R３．５月１６日～
　　　　　R３．８月１８日生

R３．８月１９日～
　　　　R３．１０月　１日生

５月２６日
㊊

８月６日
㊎

１０月１５日
㊎

１月１８日
㊋

３月１日
㊋

定期予防接種（集団）
場所／ JA高城避難所　受付／１１：１５～１１：４５

種　類 対　象　者
予防接種
手帳

予防接種
手帳

予防接種
手帳

予防接種
手帳

個別通知

予防接種
手帳

予防接種
手帳

予防接種
手帳

個別通知

予防接種
手帳

希望者へ
交付

  
  
  

接種回数 接種券

接種開始年齢に
より１～４回

接種開始年齢に
より１～４回

３回接種
（３回目は、１回目の
接種から１３９日以

上開ける）

3回

１回

１回

各１回

各１回

３回

１回

２回

３回

３回

ヒ　　ブ

小児用
肺炎球菌

B型肝炎

四種混合
(ジフテリア、破傷風、
百日せき、不活化ポリオ )

二種混合
（ジフテリア、破傷風）

麻しん風しん混合
（MR）

水　痘

日本脳炎

ロタウイルス

子宮
頸がん

定期予防接種（個別）　
医療機関で個別にお受けください。

生後２月～６０月未満

生後２月～６０月未満

生後２月～１２月未満
（標準接種年齢  生後２月～９月未満）

１期初回  生後３～９０月未満 
（標準接種年齢生後３～１２月）

１期追加  生後３～９０月未満
（１期初回３回終了後１２～１８月）

１１～１２歳
（標準接種  年齢１１歳）

１期　生後１２～２４月未満

２期  小学校就学前年度の１年間
（年度内に６歳になる方）

１回目  生後１２～３６月未満
（生後１２～１５月頃）

２回目  生後１２～３６月未満
（１回目接種後６月～１２月の間隔）

Ⅰ期初回　生後６～９０月未満
１期初回 2回終了後

おおむね１年後生後９０月
（標準接種年齢　３歳）　

２期　９～１２歳
（標準接種年齢　９歳）

１価（生後６週～２４週）

５価（生後６週～３２週）

中学校１年生（１３歳相当）～
高校１年生（１６歳相当）の女子

乳幼児健診等　　
場所／保健福祉センターどんぐり／ JA高城避難所

３
歳
６
か
月
児
健
診

２
歳
６
か
月
児
歯
科
健
診

１
歳
６
か
月
児
健
診

モ 

グ 

モ 

グ 

教 

室

（
７
〜
８
か
月
離
乳
食
教
室
）

３
〜
４
か
月
児
健
診

母
子
手
帳
の
交
付

※
右
記
の
日
程
で
都
合
の
悪

　

い
方
は
、
事
前
に
ご
連
絡

　

く
だ
さ
い
。

行　

事　

名

５
月

受付 9：30～
11：00

10：00～
10：15

12：45～
13：00

12：45～
13：00

12：45～
13：00

12：30～
12：45

乳幼児健診と予防接種の年間カレンダー（令和３年度）

４
月

７
月

６
月

12
月

10
月

９
月

８
月

１
月

　

３
月

２
月

11
月

１２日㊊

２６日㊊

１０日㊊

２４日㊊

７日㊊

２１日㊊

５日㊊

１９日㊊

１０日㊊

２３日㊊

１３日㊊

２７日㊊

４日㊊

１８日㊊

８日㊊

２２日㊊

６日㊊

２０日㊊

１１日㊋

２４日㊊

７日㊊

２１日㊊

７日㊊

２８日㊊

１８日㊎

R3.10 月 22日
～ 12月 18日

１６日㊌

R3.7 月
～ 8月生

２１日㊎

R3.8 月 20日
～ 10月 21日

１９日㊌

R3.5 月
～ 6月生

１９日㊎

R3.5 月 21日
～ 8月 19日

２０日㊎

R3.4 月 17日
～ 5月 20日

２４日㊋

H31.3 月
～ 4月

１６日（金）

R3.2 月 22日
～ 4月 16日

１４日㊌

R2.11 月
～ 12月生

３０日㊎

H29.11 月
～ 12月

２１日㊎

R2.12 月 6日
～R3.2 月 21日

１２日㊌

R2.9 月
～ 10月生

２０日㊋

R1.8 月
～ 9月生

２７日㊋

H30.11 月
～ 12月

２２日㊋

H31.1 月
～ 2月

２９日㊋

R1.10 月
～ 12月生

１４日㊎

H29.9 月
～ 10月

１０日㊌

R3.3 月
～ 4月生

２２日㊋

R2.6 月
～ 8月

１５日㊌

R3.1 月
～ 2月生

１４日㊋

R2.1 月
～ 2月

１０日㊎

H30.1 月
～ 3月

１７日㊎

H30.4 月
～ 6月

２１日㊋

R2.3 月
～ 5月

１４日㊋

R1.7 月
～ 8月

２２日㊋

R1.9 月
～ 10月

２６日㊋

R1.5 月
～ 6月

１８日㊎

H30.7 月
～ 8月
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「
交
通
安
全
へ
の
取
組
み
」

　

松
島
町
交
通
安
全
指
導
員　

隊
長　

澁
谷　

直
樹　

　

私
た
ち
交
通
安
全
指
導
員
は
子
ど

も
達
が
安
心
し
て
学
校
に
通
え
る
よ

う
年
間
を
通
し
て
通
学
時
に
横
断
歩

道
で
街
頭
指
導
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
学
校
で
の
交
通
安
全
教
室
や

町
内
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
歩
行
者
の
安

全
確
保
な
ど
、
町
民
の
皆
様
の
交
通

事
故
の
未
然
防
止
の
為
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

本
町
は
、
日
頃
の
交
通
安
全
普
及

活
動
並
び
に
交
通
事
故
件
数
の
減
少

な
ど
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
令
和
２

年
９
月
９
日
に
交
通
対
策
本
部
長
で

あ
る
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
よ
り
、

交
通
安
全
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
交
通
事
故
は
依

然
発
生
し
て
い
る
状
況
で
す
。
交
通

事
故
を
１
件
で
も
減
ら
す
た
め
、
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
月
の
６
日
か
ら
15
日
ま

で
春
の
交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま

す
。
私
た
ち
指
導
員
も
期
間
中
は
毎

朝
夕
の
街
頭
指
導
を
行
い
、
町
民
の

皆
さ
ま
に
注
意
喚
起
を
促
し
ま
す
が
、

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
自
転

車
を
含
む
運
転
者
及
び
歩
行
者
が
普

段
以
上
に
交
通
ル
ー
ル
を
遵
守
し
、

交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る

こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
皆
さ

ま
の
一
層
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
今
後
も
交
通
事
故
防

止
に
隊
員
一
同
励
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
ん
な
私
た
ち
と
一
緒

に
指
導
員
と
し
て
や
っ
て
み
た
い
と

思
わ
れ
た
方
は
、
お
気
軽
に
声
を
か

け
て
下
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

通
勤
通
学
時
間
帯
に
お
け
る
街
頭

指
導
を
は
じ
め
と
し
て
、
町
内
各
小

学
校
・
幼
稚
園
に
お
け
る
交
通
安
全

教
室
で
の
指
導
や
町
内
行
事
に
お
け

る
交
通
誘
導
を
行
い
ま
す
。

本
町
居
住
の
20
歳
以
上
65
歳
未
満
の

方
を
募
集
し
ま
す
。

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４‐

５
７
８
２

重　点　目　標
　町では、運動期間中に以下のような重点目標を定め、関係機関、
交通安全関係団体の協力のもと実施します。
① 子どもと高齢者を始めとする歩行者の安全の確保
② 自転車の安全利用の推進
③ 歩行者等の保護を始めとする安全運転意識の向上
④ 飲酒運転の根絶
⑤ 歩行者の交通ルール・マナー遵守の徹底

４月６日㊋～４月１５日㊍

交通安全指導員
澁谷隊長

春の交通安全
町民総ぐるみ運動

松
島
町
交
通
安
全
指
導
員
募
集

朝の街頭指導の様子

　

宮
城
県
で
は
自
転
車
の
安
全
利
用
を
促

し
て
事
故
を
防
ぎ
、
県
民
が
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
・
社
会
の
実
現

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
条
例
を
制
定
し
ま

し
た
。

【
条
例
の
主
な
内
容
】

①
県
や
自
転
車
利
用
者
等
の
責
務
に
つ
い

　

て
明
確
化

②
自
転
車
損
害
賠
償
保
険
等
へ
の
加
入
義

　

務
化

①
県
や
自
転
車
利
用
者
等
の
責
務
（
抜
粋
）

●
内　

容　

　

自
転
車
利
用
時
の
制
度
（
第
６
条
）

　

・
道
路
交
通
法
そ
の
他
関
係
法
令
の
遵
守

　

・
車
両
運
転
者
と
し
て
の
責
任
の
自
覚
、

　
　

他
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
さ
な
い
運
転

　

・
歩
行
者
の
安
全
に
配
慮

　

・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
、
自
転
車
の
定

　
　

期
的
点
検
と
必
要
な
整
備

②
自
転
車
損
害
賠
償
保
険
等
へ
の

　

加
入
義
務
（
抜
粋
）

●
内　

容

　

損
害
賠
償
保
険
へ
の
加
入
（
第
14
条
）

　

・
自
転
車
利
用
者
（
未
成
年
者
の
場
合

　
　

は
保
護
者
）
に
保
険
加
入
の
義
務

　

・
事
業
者
、
自
転
車
貸
出
業
者
に
保
険

　
　

加
入
の
努
力
義
務

　

・
県
は
保
険
加
入
促
進
の
た
め
の
情
報

　
　

提
供
、
啓
発
等
を
実
施

　

・
学
校
の
長
に
保
険
情
報
提
供
の
努
力

　
　

義
務

●
施
行
日　

令
和
３
年
４
月
１
日　

●
問
合
先

　

宮
城
県
総
合
交
通
対
策
課
交
通
安
全
班

　

☎
２
１
１‐

２
４
３
８

令
和
３
年
４
月
１
日
よ
り
自
転
車
安
全

利
用
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
す

　

４
月
６
日
か
ら
４
月
15
日
ま
で

の
10
日
間
、
全
国
一
斉
に
春
の
交

通
安
全
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

町
で
も
警
察
や
各
種
交
通
安
全

団
体
と
連
携
し
、
交
通
安
全
教
室

や
街
頭
で
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
高
齢
者
へ
向
け
た
啓
発

品
配
布
や
、
町
内
全
域
へ
向
け
た

交
通
安
全
広
報
活
動
等
も
実
施
し

ま
す
。
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松島町高齢者福祉計画・第８期介護保険事業計画を策定しました 健康長寿課　☎３５５-０６７７

　令和３年度から令和５年度までの松島町の介護保険事業の基本方針を定めた「松島町高齢者福祉計画・第８期介護保険事業計
画」を策定しました。
　「住民みんながつながりあい、安心して暮らせるまちづくり」という目標を前計画から引き継ぎ、高齢の方が住み慣れた地域
でいつまでも充実した暮らしを送ることができるよう、以下の取組を進めます。

　令和２年には町内全世帯のうち、高齢独居世帯が１６.６％、高齢者のみ複数いる世帯が１５.２％となり、約３割が高齢者
のみの世帯でした。また、今後６５歳以上の方の５人に１人は認知症を発症すると予測されており、手助けの必要な高齢者
が増える見込みです。高齢になっても安心して暮らせる地域を目指し、「お互いさま」の精神で支え合いの体制づくりを推進し
ます。

【計画の柱と主な取組】　　新型コロナウイルス等感染症対策に配慮しておこないます。

■松島町の年齢区分別人口の推計 ■松島町の要支援・要介護認定者数の推計

○高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施
○糖尿病重症化予防事業の推進

○老人クラブや健康サポーター、ボランティア活動を支援
○高齢者世帯等タクシー助成、外出を支援

○介護予防サービス事業や元気塾の充実
○地域リハビリテーション活動、住民主体の通いの場づくりを支援

健康づくりの推進

生きがい・役割づくりの推進

介護予防の推進

いつまでも元気に役割を持って活動し続けられる環境づくり

○各種介護サービスの充実
○基盤整備目標

○介護サービス事業者への支援
○関係機関と連携による介護人材の育成・確保

○制度の周知、相談体制の充実
○低所得者への配慮

○ケアプラン点検、住宅改修の事前相談、福祉用具貸与・購入の点検

介護サービス基盤の充実

サービスの質の向上と介護人材確保

介護サービスの円滑な利用の促進

介護給付費等の適正化

特続可能な介護保険制度の運営と保険者機能の強化

○相談体制の充実、在宅医療・介護連携、認知症対策、生活支援体制整備事業の推進

○家族介護の支援、相談機能の充実
○介護離職ゼロに向けた取組推進

○安全な暮らしの確保、災害・緊急時の安心の確保
○高齢者の見守り対策

地域包括ケアシステムの推進

介護に取り組む家族への支援

安全・安心なまちづくり

地域で支えあう体制の強化と包活的支援のさらなる充実

13 広報まつしま

「 介 護 保 険 料 が 変 わ り ま す 」
　第 1号被保険者（６５歳以上）の介護保険料は３年に一度見直されます。
　要介護認定者の増加に伴い、介護保険サービスの利用が年々増加しているため、第８期の保険料基準額は、月額６,６００円と
なりました。（月額６,８３８円のところ、町の介護保険財政調整基金２,７００万円を充て、月額２３８円軽減しています。）
　なお、令和３年度の保険料について、普通微収 ( 納付書や口座振替で納める方法 ) の方は４月中旬に通知しますのでご確認く
ださい。
◆介護保険料（令和３年度～令和５年度）

※第 1～３段階は国・県・町の軽減措置により（　）内の金額となります。
※６５歳以上の方の保険料は、介護保険法第１２９条により市町村が政令で定める基準に従い条例で定め、徴収することになっ
　ています。

所得段階 対　　　象　　　要　　　件 負担割合 月　　額

生活保護を受けている方及び世帯全員が住民税非課税で老齢福祉年金

受給者または、前年の年金以外の合計所得金額と課税年金収入額の合

計が８０万円以下の方

世帯全員が住民税非課税で、前年の年金以外の合計所得金額と課税年

金収入額の合計が８０万円を超え１２０万円以下の方

世帯全員が住民税非課税で、前年の年金以外の合計所得金額と課税年

金収入の額の合計が１２０万円を超える方

世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非課税で、前

年の年金以外の合計所得と課税年金収入額の合計が８０万円以下の方

世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非課税で、前

年の年金以外の合計所得と課税年金収入額の合計が８０万円を超える方

本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が１２０万円未満の方

本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が１２０万円以上２１０万

円未満の方

本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が２１０万円以上３２０万

円未満の方

本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が３２０万円以上の方

基準額

×０.５０

※（０.３０）

基準額

×０.７５

※（０.５０）

基準額

×０.７５

※（０.７０）

基準額

×０.９０

基準額

基準額

×１.２０

基準額

×１.３０

基準額

×１.５０

基準額

×１.７０

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

３,３００円

※（１,９８０円）

４,９５０円

※（３,３００円）

４,９５０円

※（４,６２０円）

５,９４０円

６,６００円

７,９２０円

８,５８０円

９,９００円

１１,２２０円

　健康づくりや介護予防、認知症の対応、介護保険サービス
の知識など、シニア世代に役立つガイドブックを広報まつし
ま５月号と同時に全戸配付いたします。
　ぜひご活用ください。

松島町いきいきシニア　ガイドブック
　センターには保健師、社会福祉士、主任ケアマネジャーな
どの専門職が配置され、皆さんを支援しています。介護予防
や地域づくり、高齢者虐待防止、権利擁護など幅広い相談に
対応しますので、お気軽にご相談ください。

●所在地　保健福祉センターどんぐり内
●連絡先　☎３５４-６５２５

地域包括支援センターの役割
を全戸配付します保存版！
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ゴールデンウィーク期間中の業務のご案内

「家庭ごみ・資源ごみ」の収集
　ゴールデンウィーク期間中の収集日程は（表２）のとおり行います。
　なお、月１回の収集である「燃えないごみ、有害ごみ、粗大ごみ」が祝日となる地域においては臨時収集（表３）
を実施いたします。収集日以外のごみ搬出は絶対にしないでください。
※「令和３年度家庭系ごみ収集カレンダー」でもご確認いただけます。
■表２　「家庭ごみ･資源物」収集日程

水道管から漏水したら
　水道管から漏水したときには、表４の事業者にご連絡ください。
■表４　休日当番工事事業者

町営バスの運行情報
　町営バスの運行は表５のとおりです。ご利用の際はご注意願います。
表５　町営バスの運行情報

※トイレや排水詰まりの下水道
関係は、基本的に施工した業者
に依頼してください。

※土曜ダイヤ：北松島線第６便、北松島（中廻り）線第２便、松島東線第４便が運休となります。
※日曜日運休
●問合先　総務課環境防災班　☎３５４-５７８２

●問合先　総務課環境防災班　
　　　　　☎３５４-５７８２

■表３ 「燃えないごみ、粗大ごみ、有害ごみ」の臨時収集日程

４/２９㊍ ３０㊎ ５/１㊏ ２㊐ ３㊊ ４㊋ ５㊌

祝日ダイヤ 祝日ダイヤ 祝日ダイヤ 祝日ダイヤ通常ダイヤ 土曜ダイヤ 運　休

当番月日 当番水道事業者 連　絡　先

（有）斎藤設備工業所

（有）美和工業

松島住宅設備（株）

（有）うちみ水道

（有）水研

（有）斎藤設備工業所

☎３５４-４３７６

☎３５４-３１４９

☎３５４-４４８４

☎３５４-２７１０

☎３５４-２７６９

☎３５４-４３７６

４/２９㊍

３０㊎

５/   １㊏

２㊐

３㊊

４㊋

５㊌

各社通常営業

収　集　日 内　　　　　　容 収　集　日 内　　　　　　容

松島  手樽  磯崎区 ： 可燃ごみのみ収集
そ  の  他  の  区 ： 収集休み　　　　

通常どおり収集

通常どおり収集

収集休み

収集休み

収集休み

収集休み

４/２９㊍

３０㊎

５/   １㊏

２㊐

３㊊

４㊋

５㊌

※幡谷･後根廻･上竹谷･北小泉台山
　「燃えないごみ・粗大ごみ・有害ごみ」の臨時収集

※磯崎･北小泉（台山除く）･下竹谷　
　「燃えないごみ・粗大ごみ・有害ごみ」の臨時収集

５/　７㊎

１２㊌
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３０㊎４/２９㊍

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

定休

休 休 休 休 休

定休

定休

定休

ゴールデンウィーク期間中の業務のご案内
施設の閉庁・休館情報　　

　町の施設は表１のとおりお休みします。
　なお、ゴールデンウィーク期間中の町へのお問い合わせは☎３５４-５７０１までお願いします。

■表１　施設の閉庁・休館情報

※閉庁日における出生届、婚姻届、死亡届等の戸籍の提出は役場庁舎１階西側の守衛室で受け付けします。

業務・施設／連絡先 ５/１㊏ ２㊐ ３㊊ ４㊋ ５㊌ ６㊍

届け出などの受付業務※
町民福祉課町民サービス班
☎３５４-５７０５

公金収納窓口業務
（支払・収納）
会計課

☎３５４-５７０４

水道事業所窓口
水道事業所 /水道お客様センター

☎３５４-５７１０
☎２９０-０００５

保健福祉センター窓口
健康長寿課

☎３５５-０６６６

ふれあいの湯
（保健福祉センター内）

健康長寿課
☎３５５-０６６６

アトレ・るＨａｌｌ
（文化観光交流館）
中央公民館

☎３５３-３０３０
株式会社ＢＢＩ（指定管理者）

☎３５５-０１５５

勤労青少年ホーム
☎３５４-４０３６

野外活動センター
☎３５３-３９１０

松島運動公園
☎７８１-６３２０

松島町温水プール美遊
☎３５３-８５２５

Ｂ＆Ｇ海洋センター
☎３５３-３６８８

石田沢防災センター
☎２５３－７１１０

松島町児童館
☎３５４-６８８８



松島町空き家バンク

空き家になったら　住まなくなったら
住む予定のない住宅を相続したら

　町ではホームページにおいて、町内の空き家・空き地・空き部屋の情報を公開しています。

町内で空き家・空き地・空き部屋などをお持ちの方で、町ホームページ上で情報提供を希望する方は、下記まで

ご連絡ください。

●問合先

　企画調整課　　　☎３５４-５７０２

　メールアドレス　info@town.matsushima.miyagi.jp

　老朽化した空き家が台風や地震などにより倒壊して重大な災害を発生させることもあります。
　また、空き家の適切な管理を怠ることで、塀や樹木が倒れたりするなどして近隣への建物被害を及ぼしたり他
人にけがをさせた場合は、その空き家の所有者等の責任になり、場合によっては損害賠償などで管理責任を問わ
れることがあります。

【将来利用予定がある】
　○定期借家契約

　　期間満了で契約が終了し、更新義務がない定期借家契約もあります。

【買い手・借り手を見つける】
　○不動産業者

　　住宅を売却や賃貸する場合は、不動産業者に仲介を依頼するのが一般的です。

　　●問合先 （公社）宮城県宅地建物取引業協会　塩釜支部

　　　　　　　☎２５３-６４２０　FAX ２５３-６４２１

　○空き家バンク

　　町では、町内の空き家や空き地等の情報を提供することにより、その有効活用と地域の活性化を目的として

　 『松島町空き家バンク』を運営しております。

　空き家は個人の財産ですが、所有者や管理
者は空き家を適切に管理する責任があります。
　空き家の管理を行わず放置すると、建物の
劣化が進むだけでなく、防災、防犯、衛生の
各方面で問題が発生する恐れがあります。

▲空き家バンク
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利　活　用 人が住まない住宅は早く傷みます。
誰かに使ってもらえればメリットがたくさんあります。

適正な管理

管理責任を問われることもあります

まわりに迷惑をかけずにそのまま残すには
定期的なメンテナンスが必要です。

住宅は人が住まないと早く傷みます。
ご家族とご相談のうえ、場合によっては人に住んでもらうことを考えましょう。

外周の清掃・草刈

屋根・外壁点検

ポストの整理

通風･換気･流水

雨漏り等点検

▲HP用
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お
知
ら
せ

瑞
巌
寺
杉
道
市
を

開
催
し
ま
す

　

瑞
巌
寺
参
道
に
て
、
政
宗
公
の
祥
月
命
日
・
延
命

地
蔵
の
縁
日
で
あ
る
毎
月
24
日
の
直
近
の
日
曜
日
に

開
催
す
る
手
づ
く
り
市
で
す
。
県
内
の
乾
物
・
野
菜

の
生
産
者
や
雑
貨
制
作
者
を
中
心
に
10
数
店
舗
出
店

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
イ
ベ
ン
ト
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
対
策
を
講
じ
て
実
施
を
し
ま
す
が
、
県

内
の
感
染
状
況
な
ど
に
よ
り
、
急
遽
開
催
を
中
止
と

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
つ
い
て
は
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
日　

時　

４
月
25
日
㊐　

午
後
10
時
〜
午
後
３
時

●
場　

所　

瑞
巌
寺
前
道
路

●
そ
の
他　

詳
細
は
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

U
PL : https://w

w
w
.facebook.com

/
　
　
　
 sandouichi/

さ
ん
ど
う
い
ち

松
島
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
が

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
！

　

こ
れ
ま
で
会
員
制
だ
っ
た
松
島
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
が
、

令
和
３
年
４
月
か
ら
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
松
島
町

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
特
典
一
覧

を
協
賛
店
で
提
示
す
る
だ
け
で
、
様
々
な
特
典
を
利

用
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

※
会
員
登
録
不
要
。

　

会
員
証
の
発
行
が
無
く
な
り
ま
す
。

●
問
合
先 

「
松
島
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
事
務
局

　
　
　
　

 

（
松
島
産
業
観
光
課
観
光
班
内
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
４‐

５
７
０
８

東
北
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　

東
北
６
県
で
４
月
か
ら
９
月
ま
で

　
　
　
　
　
　

の
６
ヶ
月
間
、「
巡
る
た
び
、
出
会

　
　
　
　
　
　

う
旅
。
東
北
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

　
　
　
　
　
　

と
し
た
東
北
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
D
C
）

　
　
　
　
　
　

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

h
ttp
s://w

w
w
.to
h
o
ku
ka
n
ko
.

　
　
　
　
　
　

jp
/d
c
/

水
引
細
工
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
す

　

色
々
な
色
の
水
引
き
の
中
か
ら
お
好
き
な
色
を
選

ん
で
梅
結
び
の
モ
チ
ー
フ
で
マ
ス
ク
チ
ャ
ー
ム
ま
た

は
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
つ
く
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

６
月
13
日
㊐　

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

ア
ト
レ
・
る
H
a
l
l
（
文
化
観
光
交
流
館
）

　
　
　
　

１
階
会
議
室

●
受
講
料　

１
，０
０
０
円
（
材
料
費
）

●
参
加
人
数　

10
名

●
参
加
方
法　

４
月
６
日
㊋
か
ら
申
込
受
付
を
開
始

　

し
ま
す
。
文
化
観
光
交
流
館
の
窓
口
へ
直
接
申
込

　

い
た
だ
く
か
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

●
持
ち
物　

眼
鏡
が
必
要
な
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

ア
ト
レ
・
る
H
a
l
l
（
文
化
観
光
交
流
館
）

　
　
　
　
　

指
定
管
理
者
株
式
会
社
Ｂ
Ｂ
Ｉ

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
１
５
５

i

春
の
ク
マ
に
ご
注
意
を
！

　

春
に
な
る
と
、
ク
マ
は
冬
眠
か
ら
目
を
覚
ま
し
、

エ
サ
を
求
め
て
山
中
を
活
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

早
朝
や
夕
方
に
お
出
か
け
の
際
は
、
十
分
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

ク
マ
を
目
撃
、
又
は
ク
マ
の
痕
跡
（
フ
ン
や
足
跡
）

を
発
見
し
た
場
合
は
、
産
業
観
光
課
産
業
振
興
班
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

産
業
振
興
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
７

i

松
島
町
長
期
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に

対
す
る
ご
意
見
の
募
集
に
つ
い
て

　

松
島
町
で
は
平
成
28
年
３
月
に
策
定
し
た
「
松
島

町
長
期
総
合
計
画
」
に
お
け
る
前
期
基
本
計
画
の
計

画
期
間
が
終
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
社

会
情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
令
和
３
年
度
か
ら
令

和
７
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
後
期
基
本
計
画

の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
計
画
案
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
町

民
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

●
計
画
の
名
称　

松
島
町
長
期
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
（
案
）

●
意
見
募
集
期
間　

４
月
12
日
㊎
〜
４
月
26
日
㊎

●
計
画
案
閲
覧
場
所

　
　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
役
場
企
画
調
整
課
窓
口
、
ア
ト

　

レ
・
る
H
a
l
l
（
文
化
観
光
交
流
館
）、
勤
労
青
少
年

　

ホ
ー
ム
、
品
井
沼
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

●
対
象
と
な
る
方

　
　

町
内
在
任
ま
た
は
町
内
で
事
業
を
営
ま
れ
て
い
る
方
、

　

町
内
の
会
社
等
に
お
勤
め
の
方
、
町
内
の
学
校
に
通
学

　

さ
れ
て
い
る
方
、
本
町
に
納
税
義
務
の
あ
る
方

●
意
見
提
出
様
式

　
　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、
ま
た
は
右
記
閲
覧

　

場
所
に
あ
る
所
定
の
様
式
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
意
見
提
出
方
法

　

①
持
参
の
場
合　

役
場
２
階
企
画
調
整
課
窓
口

　

②
郵
送
の
場
合

 

【
〒
９
８
１
‐
０
２
１
５
宮
城
郡
松
島
町
高
城
字
帰

　

命
院
下
一
19
番
地
の
１ 

松
島
町
役
場 

企
画
調
整

　

課
】
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

③
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合　

３
５
４
‐
３
１
４
０

●
提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
扱
い

　
　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
松
島
町
長
期

　

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た

　

だ
き
、
後
日
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

　
　

な
お
、
ご
意
見
等
に
対
す
る
町
の
考
え
方
に
つ

　

い
て
は
、
個
人
、
法
人
又
は
団
体
あ
て
に
個
別
に

　

返
信
す
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご

　

了
承
願
い
ま
す
。

i
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令和３年４月より、松島町の税金や水道料金などがスマートフォン決済アプリで納付できるようになりました
（利用可能アプリ：ＰａｙＰａｙ　ＬＩＮＥＰａｙ　ＰａｙＢ　支払秘書）
●コンビニや銀行に出向かなくてもいつでもどこでもお支払いができます
●スマートフォン決済アプリによる納付は手数料がかかりません
●スマートフォン決済アプリ内でポイントが付与されることがあります

●町県民税　　　　●固定資産税　　　●軽自動車税　　　●国民健康保険税　　　●後期高齢者医療保険料　
●介護保険料　　　●水道料金・下水道使用料
※上記に記載のない税金・料金は納付できません

●領収書が発行されないため、領収書が必要な場合は窓口での納付が必要です。　
　（軽自動車税については、納期内に納付された場合に限り後日納税証明書を発送します）
●他のスマートフォン決済アプリでのご利用はできません。

①スマートフォンでアプリを起動
●PayPay　●LINEPay　●PayB　●支払秘書
②アプリ内で納付書のバーコードを読み取ってお支払い

令
和
３
年
度

狂
犬
病
予
防
注
射
集
合
接
種
を

実
施
し
ま
す

　

令
和
３
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
集
合
接
種
を
次
の

日
程
で
実
施
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●
料
金

　

・
注
射
料
金　

１
頭
あ
た
り
３
，１
５
０
円

　

  

（
つ
り
銭
の
な
い
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
）

　

・
新
規
登
録
料
（
未
登
録
の
場
合
）　

１
頭
あ
た

　
　

り
３
，０
０
０
円

　
　

な
お
、
動
物
病
院
で
予
防
注
射
を
受
け
る
場
合

　

は
、
別
途
に
診
察
料
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
　

動
物
病
院
で
予
防
注
射
を
受
け
た
場
合
は
役
場

　

窓
口
に
「
狂
犬
病
予
防
注
射
済
証
」
を
持
参
し
手

　

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
病
気
等
の
理

　

由
に
よ
り
注
射
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
「
狂
犬

　

病
予
防
注
射
猶
予
証
明
書
」
の
発
行
を
受
け
役
場

　

窓
口
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

i

４月２１日㊌

４月２２日㊍

４月２３日㊎

５月１６日㊐

午前９時３０分
　～午前１０時００分

午前１０時２０分
　～午前１０時５０分

午前１１時１０分
　～午前１１時４０分

午後１時３０分
　　～午後２時００分

午前９時３０分
　～午前１０時００分

午前１０時１５分
　～午前１０時４５分

午前１１時００分
　～午前１１時３０分

午後１時２０分
　　～午後２時００分

午前９時３０分
　～午前１０時００分

午前１０時２０分
　～午前１０時５０分

午前１１時１０分
　　　　　　　～正午

午前９時３０分
　～午前１０時３０分

月　　日 時　　　間

手樽地域交流センター駐車場

北小泉・下竹谷地区
コミュニティーセンター前

上竹谷生活センター前

農村婦人の家前

初原コミュニティーセンター前

本郷ふれあいセンター前

根廻公会堂前

華園集会場前

垣の内集会場前

桜渡戸分館前

アトレ・るHall（文化観光交流館）
西側駐車場

松島町役場　駐車場

会　　　　　場

●
注
意
事
項

※
来
場
の
際
は
、
事
故
防
止
の
為
、
首
輪
･
リ
ー

　

ド
は
し
っ
か
り
と
締
め
、
飼
い
犬
を
制
御
で
き

　

る
方
が
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

※
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
場
合
は
役
場
窓
口
で
「
死

　

亡
届
」
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
手
続
き
の

　

際
は
印
鑑
と
鑑
札
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

☆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
の
た
め

　

次
の
内
容
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

※
来
場
の
際
は
、
必
ず
マ
ス
ク
着
用
を
し
て
お
越

　

し
く
だ
さ
い
。

※
微
熱
が
あ
る
な
ど
体
調
が
優
れ
な
い
方
は
来
場

　

を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

※
受
付
の
順
番
待
ち
の
際
に
は
、
最
低
２
ｍ
以
上

　

は
間
隔
を
空
け
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班　

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

【問合先】　財務課　☎３５４-５９１３　　水道事業所　☎３５４-５７１１

◎手順はかんたん

◎各種決済アプリの概要や
　ダウンロードはこちらから

◎スマートフォン決済アプリにより納付ができるもの

◎利用にあたってのご注意

PayPay LINEPay

PayB 支払秘書

この部分を読み取り

▶

▶

▶

▶
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松
島
町
『
安
心
安
全
メ
ー
ル
』
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

地
震
・
風
水
害
な
ど
の
災
害
情
報
や
不
審
者
・
犯

罪
情
報
、
熊
の
出
没
情
報
な
ど
の
緊
急
性
の
高
い
重

要
情
報
を
メ
ー
ル
に
て
配
信
し
ま
す
。
暮
ら
し
の
安

心
・
安
全
の
た
め
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

※
登
録
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
メ
ー
ル
受
信
等
に

　

か
か
る
通
信
料
は
利
用
者
の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
登
録
に
必
要
な
情
報
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
み
で

　

す
。
登
録
さ
れ
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
、
他
の
こ

　

と
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
登
録
方
法

①0
5
8
8
8
@
n
o
p
a
m
a
il.jp

』
へ
空
メ
ー
ル
を
送
信

※
メ
ー
ル
配
信
を
希
望
す
る
携
帯

　

電
話
等
の
端
末
よ
り
送
信
を
お

　

願
い
し
ま
す
。

※
件
名
・
本
文
を
空
欄
の
ま
ま
で

　

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

迷
惑
メ
ー
ル
対
策
を
し
て
い
る
場
合
は
、
登
録
前
に

『
＠n

o
p
a
m
a
il.jp

』
か
ら
メ
ー
ル
を
受
信
が
で
き

る
よ
う
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

②
返
信
メ
ー
ル
か
ら
U
R
L
に
ア
ク
セ
ス
し
、
利
用

　

規
約
を
確
認
後
「
次
へ
」
ボ
タ
ン
を
押
す

③
登
録
用
の
「
パ
ス
ワ
ー
ド
」
と
「
登
録
名
」
を
入

　

力
し
、
「
確
認
」
ボ
タ
ン
を
押
す

④
内
容
を
確
認
し
、
「
登
録
」
ボ
タ
ン
を
押
す

  

（
「
登
録
完
了
の
ご
案
内
」
の
メ
ー
ル
受
信
）

※
登
録
完
了

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

i

胸
部
Ｘ
線
デ
ジ
タ
ル
検
診
車

「
し
ら
ぎ
く
７
号
」
が
完
成
し
ま
し
た

　

こ
の
度
、
公
益
財
団
法
人
J
K
A
「
２
０
２
０
年

度
オ
ー
ト
レ
ー
ス
公
益
資
金
に
よ
る
体
育
事
業
そ
の

他
の
公
益
の
増
進
を
目
的
と
す
る
事
業
に
関
す
る
補

助
金
」
に
よ
る
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
、
最
新
式
の
胸
部
X
線
デ
ジ
タ
ル
検
診
車
「
し
ら

ぎ
く
７
号
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

最
新
の
装
置
・
機
器
の
導
入
に
よ
り
住
民
健
診
及

び
学
校
・
事
業
所
の
健
診
時
に
お
い
て
、
疾
病
の
早

期
発
見
ま
た
健
康
増
進
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

運
用
開
始
は
令
和
３
年
４
月
１
日
で
す
。

●
問
合
先　

公
益
社
団
法
人
宮
城
県
塩
釜
医
師
会

　
　
　
　
　

☎
０
２
２
‐
３
６
４
‐
３
３
０
１

『
お
く
の
細
道
』
解
説
書
出
版
に

向
け
て
、
新
会
員
募
集
中

　

お
く
の
細
道
松
島
海
道
で
は
、
２
０
０
０
年
の
開

設
以
来
定
例
研
修
会
を
重
ね
、
こ
の
度
『
お
く
の
細

道
』
仙
台
領
の
解
説
書
・
初
稿
本
を
出
版
し
ま
す
。

年
内
出
版
を
目
標
に
、
毎
月
の
研
修
会
で
校
正
作
業

を
行
う
の
で
、
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る
仲
間
を
募

集
し
ま
す
。

　

本
書
は
、
『
お
く
の
細
道
』
の
解
明
さ
れ
て
い
な

い
多
く
の
疑
問
を
長
年
調
査
し
た
活
動
報
告
書
で
、

町
民
に
限
ら
ず
松
島
が
好
き
な
方
に
と
っ
て
も
お
す

す
め
の
書
籍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
年
会
費　

３
，０
０
０
円

●
定
例
会

　

・
日
程　

毎
月
第
２
土
曜
日

　

 

（
次
回
：
４
月
10
日
㊏　

午
前
10
時
〜
正
午
）

　

・
場
所　

ア
ト
レ
・
る
H
a
l
l
（
文
化
観
光
交
流
館
）　

　
　

 　
　
　

 

会
議
室

●
お
く
の
細
道
松
島
海
道
が
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

　

総
会
・
記
念
講
演

　

・
開
催
日　

５
月
８
日
㊏　

午
前
10
時
〜
正
午

　

・
場
所　

ホ
テ
ル
松
島
大
観
荘
会
議
室

　

・
講
師　

平
川　

新　

氏　

（
宮
城
学
院
大
学
前
学
長
）

　

・
入
場
料　

無
料
（
要
予
約
）

　

・
昼
会
食
（
要
予
約
４
，０
０
０
円
）

●
問
合
先　

お
く
の
細
道
松
島
海
道　

　
　
　
　
　

代
表　

京
野
英
一

　
　
　
　
　

☎
０
９
０
‐
８
９
２
３
‐
１
２
７
１

▲メール用

あ
な
た
の
生
き
が
い
と

ま
ち
の
ニ
ー
ズ
を
結
び
ま
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
働
く
意
欲
の
あ
る

60
歳
以
上
の
方
々
に
、
臨
時
的
・
短
期
的
な
就
業
機

会
の
確
保
と
提
供
を
行
う
団
体
で
す
。

　

入
会
説
明
会
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

募
自
衛
官
募
集

●
募
集
種
目
・
対
象

　

①
自
衛
官
候
補
生 　

18
歳
以
上
33
歳
未
満

　

②
一
般
曹
候
補
生 　

18
歳
以
上
33
歳
未
満

　

③
幹
部
候
補
生

　

 

「
一
般
・
大
卒
程
度
」
22
歳
以
上
26
歳
未
満

　

 

「
一
般
・
院
卒
者
」　

20
歳
以
上
28
歳
未
満

　

 

「
歯
科
・
薬
剤
科
」　

20
歳
以
上
30
歳
未
満

　

④
医
科
・
歯
科
幹
部　

医
師
・
歯
科
医
師
の
免
許
取
得
者

　

⑤
技
術
幹
部
・
曹　

　

 

「
幹
部
」　

大
卒
以
上
で
、
応
募
資
格
に
定
め
ら

　
　
　
　
　
　

 

れ
た
学
部
・
専
攻
学
科
等
を
卒
業
後
、

 　
　
　
　
　
　

２
年
以
上
の
業
務
経
験
の
あ
る
方

　

 
「
曹
」　
　

20
歳
以
上
の
国
家
免
許
取
得
者
等

●
試
験
日

　

①
受
付
時
に
お
知
ら
せ　

　

②
５
月
21
日
㊎
〜
30
日
㊐
の
指
定
日　

　

③
５
月
８
日
㊏
・
９
日
㊐
（
歯
科
・
薬
剤
科
は
、

　
　

８
日
の
み
）　

④
６
月
25
日
㊎　

　

⑤
「
幹
部
」
６
月
21
日
㊊　

「
曹
」
６
月
18
日
㊎

●
申
込
期
間

　

①
通
年　

②
３
月
１
日
㊊
〜
５
月
11
日
㊋　

　

③
３
月
１
日
㊊
〜
４
月
28
日
㊌　

　

④
２
月
１
日
㊊
〜
６
月
11
日
㊎　

　

⑤
３
月
１
日
㊊
〜
５
月
21
日
㊎

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部
石
巻
地
域
事
務
所

  　
　
　
　

（
☎
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
２
５
‐
８
３
‐
６
７
８
９
）

募

▲胸部Ｘ線デジタル検診車
　「しらぎく７号」

●
問
合
先　

　

公
益
社
団
法
人
松
島
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

〒
９
８
１
‐
０
２
１
５  

松
島
町
高
城
字
浜
１
番
地
の
３

　

☎ 

３
５
３
‐
４
５
０
５ 

・ 

F
A
X 

３
５
３
‐
４
５
０
６

　

E
-m
a
il:m
a
tsu
sh
im
a
@
sjc
.n
e
.jp

　

U
R
L

：http
://w

w
w
.sjc.ne

.jp
/m
atsushim

a/

　

▲HP用 

▲メール用 



町民無料券

有効期限
2022.3.31
まで有効

観瀾亭
観覧券

福浦橋
通行券

町民無料券

有効期限
2022.3.31
まで有効

町民無料券

有効期限
2022.3.31
まで有効

観瀾亭
観覧券

福浦橋
通行券

町民無料券

有効期限
2022.3.31
まで有効

町民無料券

有効期限
2022.3.31
まで有効

観瀾亭
観覧券

福浦橋
通行券

町民無料券

有効期限
2022.3.31
まで有効

町民無料券

有効期限
2022.3.31
まで有効

観瀾亭
観覧券

福浦橋
通行券

町民無料券

有効期限
2022.3.31
まで有効

町民無料券

有効期限
2022.3.31
まで有効

観瀾亭・福浦橋　無料券　（切り取ってお使いください）※コピー不可
伊達家の茶室で松島湾のさざ波を望む
観瀾亭・松島博物館　☎３５３-３３５５

福浦橋を渡り、植物を見ながら散策を
福浦橋　 ☎３５４-３４５７

観瀾亭
観覧券

福浦橋
通行券

町民無料券

有効期限
2022.3.31
まで有効

1名様 1名様 1名様 1名様 1名様 1名様 1名様 1名様 1名様 1名様

広報まつしま21

国
民
年
金
保
険
料
は

遅
れ
ず
に
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
続
く
と
老
後
に
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
障
害
年

金
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
も
し
も
の
時
に
後
悔
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

保
険
料
は
き
ち
ん
と
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

● 

令
和
３
年
度
の
月
額
保
険
料　

１
６
，６
１
０
円

● 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は

　

 　

保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
さ
れ
る
制
度

　

 

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
必
ず
国
民

 　

年
金
窓
口
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

★
保
険
料
免
除
な
ど
の
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
老
後

に
年
金
を
受
け
取
る
た
め
の
資
格
期
間
に
含
ま
れ
る

だ
け
で
な
く
、
万
一
の
時
に
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
資
格
期
間
に
も
含
ま
れ
ま

す
。
（
た
だ
し
、
免
除
さ
れ
た
分
、
年
金
額
が
減
額

さ
れ
ま
す
。
）
ま
た
、
失
業
さ
れ
た
方
は
、
離
職
票

や
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
等
を
添
付
す
れ
ば
、
前

年
の
所
得
に
関
係
な
く
免
除
さ
れ
る
特
例
も
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
先　

仙
台
東
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　

 

☎
２
５
７
‐
６
１
１
１

　本人が学生である時に
限って利用できる制度で、
申請が承認されると保険
料の全額について納付が
猶予されます。学生納付
特例は、本人の前年の所
得が一定額以下であれば、
配偶者や世帯主の前年の
所得にかかわらず承認さ
れます。

　経済的な理由などで、
保険料を納めることが困
難な時に利用できる制度
で、申請が承認されると
保険料納付の全額または
一部（４分の３、２分の
１、４分の１）が免除さ
れます。保険料免除は、
本人と配偶者、世帯主の
前年所得が一定額以下で
あれば承認されます。

納付が困難なときは 学生の方は

学生納付特例制度保険料免除制度

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
兼

高
齢
受
給
者
証
の
交
付
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
今
月
70
歳
に
な
る
方

（
昭
和
26
年
４
月
２
日
〜
昭
和
26
年
５
月
１
日
生
ま

れ
）
へ
、
高
齢
受
給
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ
た
国
民

健
康
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
に
つ
い
て
は
、

有
効
期
限
が
過
ぎ
ま
し
た
ら
各
自
破
棄
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
発
送
日　

４
月
15
日
㊍

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
町
民
サ
ー
ビ
ス
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
５

医
療
費
助
成
に
つ
い
て

◎
母
子
・
父
子
家
庭
医
療
費
、
障
害
者
医
療
費
助
成

　

対
象
者
の
方
に
つ
い
て

　

病
院
を
受
診
す
る
際
は
、
『
受
給
者
証
』
と
『
健

康
保
険
証
』
を
窓
口
へ
提
示
し
、
『
母
子
・
父
子
家

庭
医
療
費
助
成
申
請
書
（
水
色
の
用
紙
）
』
・
『
障

害
者
医
療
費
助
成
申
請
書
（
64
歳
ま
で
の
方
は
オ
レ

ン
ジ
の
用
紙
、
65
歳
以
上
の
方
は
黄
色
の
用
紙
）』
に

『
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
受
診
年
月
、
受
給
者
番

号
、
保
険
証
の
記
号
・
番
号
、
保
険
者
名
』
を
正
し

く
記
入
・
押
印
し
医
療
機
関
等
の
窓
口
に
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

　
『
申
請
書
』
は
月
ご
と
、
病
院
ご
と
、
診
療
科
ご
と

に
分
け
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
同
じ
月
に
入

院
と
通
院
の
両
方
が
あ
っ
た
場
合
は
入
院
分
１
枚
と

外
来
分
１
枚
の
２
枚
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

　

障
害
者
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

　

町
民
福
祉
課
福
祉
班　

　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
６

　

母
子
・
父
子
家
庭
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

　

町
民
福
祉
課
こ
ど
も
支
援
班　

　

☎
３
５
４
‐
５
７
９
８

自
立
支
援
医
療
費
（
精
神
通
院
）
・

精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
申
請
に
つ
い
て

　

自
立
支
援
医
療
費
（
精
神
通
院
）・
精
神
保
健
福
祉

手
帳
の
申
請
手
続
き
（
新
規
・
更
新
）
に
来
ら
れ
る

方
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
書
類
と
、
運
転

　
　

免
許
証
な
ど
の
身
元
確
認
書
類
を
ご
持
参
く
だ

　
　

さ
い
。

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　
　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

松
島
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

 

１・
日　

時　

４
月
６
日
㊋　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

・
集
合
場
所　

Ｊ
Ｒ
高
城
町
駅
（
交
通
費
５
０
０
円
）

・
行
き
先　

塩
竈
神
社
桜
花
見

 

２・
日　

時　

４
月
14
日
㊌　

午
前
10
時
〜
正
午

・
集
合
場
所　

石
田
沢
防
災
セ
ン
タ
ー

・
行
き
先　

西
行
戻
し
の
松
桜
花
見

 

３・
日　

時　

４
月
22
日
㊍　

午
前
10
時
〜
正
午

・
集
合
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り

・
行
き
先　

高
城
川
桜
花
見

 

４・
日　

時　

４
月
30
日
㊎　

午
前
８
時
45
分
〜
午
後
３
時

・
集
合
場
所　

Ｊ
Ｒ
高
城
町
駅
（
交
通
費
２
０
０
円
）

・
行
き
先　

名
込
菜
の
花
巡
り

●
参
加
費　

な
し

●
持
ち
物　

飲
み
物
な
ど
（ 

１
・
４ 

は
昼
食
持
参
）

●
そ
の
他　

雨
天
時
は
中
止
で
す
。

●
問
合
先　

土
井　

☎
３
５
３
‐
２
１
１
７

※
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

20広報まつしま

４
月
か
ら
上
下
水
道
料
金
等
に

関
す
る
窓
口
業
務
を
開
設
し
ま
す

　

松
島
町
水
道
事
業
所
で
は
、
お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
と
効
率
的
な
事
業
運
営
を
図
る
た
め
、
令
和

３
年
４
月
か
ら
、
上
下
水
道
料
金
な
ど
に
関
す
る
窓

口
業
務
を
委
託
し
、
受
託
業
者
が
水
道
事
業
所
（
松

島
浄
化
セ
ン
タ
ー
内
）
に
設
置
す
る
「
松
島
町
水
道

お
客
様
セ
ン
タ
ー
」
で
業
務
を
行
い
ま
す
。

開
設
内
容

・
名　
　

称　

松
島
町
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー

・
所 

在 

地　

松
島
町
高
城
字
田
中
二 

１
番
地

・
電
話
番
号　

☎
２
９
０
‐
０
０
０
５

・
営
業
時
間 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

土
・
日
・
祝
祭
日
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）
を
除
く
。

・
受
託
業
者　

第
一
環
境
株
式
会
社 

東
北
支
店

水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー
の
主
な
業
務

・
水
道
料
金
に
関
す
る
窓
口
・
電
話
で
の
受
付
・
下

　

水
道
使
用
料
の
問
い
合
わ
せ
、
水
道
開
閉
栓
等
の

　

受
付
業
務

・
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
業
務

・
使
用
開
始
・
中
止
に
伴
う
現
地
で
の
開
栓
・
閉
栓
作
業

・
納
入
通
知
書
の
作
成
、
発
送
業
務

・
上
下
水
道
料
金
の
収
納
業
務　

な
ど

※
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー
の
職
員
は
受
託
会
社
「
第

　

一
環
境
（
株
）
」
の
社
員
に
な
り
ま
す
。

※
窓
口
の
場
所
や
各
種
届
出
の
方
法
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
先
（
委
託
に
関
す
る
こ
と
）

　

水
道
事
業
所
経
営
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
１

i

町
営
住
宅　

入
居
者
募
集

●
募
集
住
宅　

高
城
町
営
住
宅
、
華
園
町
営
住
宅

●
所
在
地

　

・
高
城
町
営
住
宅　

松
島
町
高
城
字
水
溜
下
地
内

　
　

１
戸　

３
Ｄ
Ｋ　

２
３
３
号　

（
２
号
棟
３
階
）

　

・
華
園
町
営
住
宅　

松
島
町
磯
崎
字
華
園
地
内　

　
　

１
戸　

２
Ｄ
Ｋ　

１
号
棟　

（
１
戸
建
て
）

●
入
居
可
能
人
数　

　
　

高
城
住
宅　

２
３
３
号　

２
人
以
上

　
　

華
園
住
宅　
　

１
号
棟　

２
人
以
上

●
入
居
時
家
賃

　

（
入
居
者
及
び
同
居
人
の
収
入
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。
）

　

・
高
城
住
宅　

２
３
３
号　

１
５
，５
０
０
円
〜
３
０
，４
０
０
円

　

・
華
園
住
宅　

１
号
棟　
　

１
９
，５
０
０
円
〜
３
８
，２
０
０
円

●
入
居
申
込
資
格　
　

　

次
の
①
か
ら
⑥
ま
で
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方

　

①
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
。

　

②
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

　

（
60
歳
未
満
の
方
は
単
身
で
の
入
居
原
則
不
可
）

　

③
月
の
世
帯
月
収
が
基
準
以
内
で
あ
る
こ
と

　

・
一
般
申
込
者　
　
　
　

　
　

１
５
８
，０
０
０
円
以
下

　

・
高
齢
者
（
60
歳
以
上
）
の
み
の
世
帯
、
障
が
い

　
　

者
ま
た
は
小
学
校
就
学
前
の
子
が
居
る
世
帯

　
　

２
１
４
，０
０
０
円
以
下

　

④
入
居
者
及
び
同
居
者
が
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と
。

　

⑤
入
居
者
及
び
同
居
者
が
町
民
税
を
滞
納
し
て
い

　
　

な
い
こ
と

　

⑥
松
島
町
に
在
住
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
松
島
町

　
　

に
在
住
し
た
こ
と
が
あ
る
方

●
申
込
み
方
法

　

４
月
16
日
㊎
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
建
設
課
管
理

　

班
窓
口
で
申
込
書
に
記
入
い
た
だ
き
、
必
要
書
類

　

と
あ
わ
せ
て
申
込
み
と
な
り
ま
す

※
同
じ
部
屋
に
申
込
者
が
複
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

　

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
問
合
先　

建
設
課
管
理
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
５

募

既
存
住
宅
へ
の
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
に
は
補
助
金
制
度
と
併
せ
て

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
が
利
用
で
き
ま
す

　

合
併
処
理
浄
化
槽
に
よ
り
家
屋
の
便
所
を
水
洗
化

す
る
際
に
、
そ
の
工
事
の
資
金
を
無
利
子
で
借
り
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
融
資
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

● 

対
象
者　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

 　

①
公
共
下
水
道
認
可
区
域
外
の
既
存
住
宅
を
合
併

　

 　

処
理
浄
化
槽
に
よ
り
水
洗
便
所
に
改
造
す
る
方

 　

 

（
公
共
下
水
道
認
可
区
域
内
で
あ
っ
て
も
対
象

 　
　

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ

　

 　

さ
い
。
）

 　

②
町
税
お
よ
び
水
道
料
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

 　

③
改
造
資
金
の
償
還
能
力
が
あ
る
方

　

  

（
金
融
機
関
の
融
資
審
査
が
あ
り
ま
す
。
）

 　

④
町
内
に
住
所
を
有
す
る
連
帯
保
証
人
が
あ
る
方

● 

取
扱
金
融
機
関　

 　

・
七
十
七
銀
行
松
島
支
店

 　

・
石
巻
商
工
信
用
組
合
松
島
支
店

 　

・
仙
台
農
業
協
同
組
合
松
島
支
店

● 

限
度
額　

１
戸
あ
た
り
１
０
０
万
円
以
内

● 

利　

子　

無
利
子

（
利
子
は
松
島
町
が
負
担
し
ま
す
。
）

● 

返　

済　

５
年
（
60
か
月
）
以
内

　

 　
　
　
　

※
毎
月
元
金
均
等
払
で
す
。

● 

問
合
先　

水
道
事
業
所
施
設
班

　
　
　
　
　

 

☎
３
５
４
‐
５
７
１
０

i

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
補
助
事
業
へ
の

事
前
申
し
込
み
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

　

令
和
３
年
度
に
既
存
住
宅
の
水
洗
化
や
、
居
住
を

目
的
と
し
た
新
築
ま
た
は
増
改
築
な
ど
で
合
併
処
理

浄
化
槽
の
設
置
を
希
望
す
る
方
は
、
町
の
補
助
制
度

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
補
助
基
数
に
は

限
り
が
あ
る
た
め
、
お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
）

● 

受
付
開
始
日　

４
月
１
日
㊍

● 

補
助
対
象　

 　
　

公
共
下
水
道
認
可
区
域
外
（
根
廻
、
幡
谷
、
上

 　

竹
谷
、
下
竹
谷
、
北
小
泉
、
手
樽
、
桜
渡
戸
お
よ

 　

び
そ
の
他
地
域
の
一
部
）
の
居
住
を
目
的
と
し
た

 　

住
宅
で
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
令
和
４
年
３
月
ま

 　

で
工
事
が
完
了
す
る
合
併
処
理
浄
化
槽
。

 　

※
公
共
下
水
道
認
可
区
域
内
で
あ
っ
て
も
対
象
と

 　

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

● 

補
助
金
額　

　

 　

合
併
処
理
浄
化
槽
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
異
な

 　

り
ま
す
。
ま
た
、
国
の
補
助
基
準
額
の
変
更
に

 　

よ
り
、
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 　

・
５
人
槽
の
場
合

 　
　

３
３
２
，０
０
０
円

　

  

（
延
べ
床
面
積
が
１
３
０
㎡
未
満
の
住
宅
用
）

 　

・
７
人
槽
の
場
合

　

 　

４
１
４
，０
０
０
円

 　

 

（
延
べ
床
面
積
が
１
３
０
㎡
以
上
の
住
宅
用
）

 　

・
10
人
槽
の
場
合

 　
　

５
４
８
，０
０
０
円

　

  
（
台
所
お
よ
び
浴
室
が
２
か
所
以
上
の
住
宅
用
）

 　

※
既
存
住
宅
を
浄
化
槽
に
よ
り
水
洗
化
す
る
方
は
、

 　

次
の
記
事
に
記
載
の
「
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
等

 　

改
造
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
」
を
併
せ
て
ご
利

 　

用
い
た
だ
け
ま
す
。

● 

問
合
先　

水
道
事
業
所
施
設
班

　

 　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
０

i

 　

町
内
の

空
気
中
放
射
線
量
測
定
結
果

■ 

松
島
町
役
場　

３
月
15
日
㊊
測
定

 　

・
０
．５
ｍ
：
０
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４
９
μ
S
v

 　

・
１
．０
ｍ
：
０
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４
５
μ
S
v

　

 

※
単
位
（
μ
S
v
）
：
放
射
線
が
人
体
に
与
え
る
影
響
を
表
す
単
位

 　

※
基
準
値
：
０
．２
３
μ
S
v　

※
環
境
省
基
準

 　

※
測
定
機
器
：
簡
易
型
放
射
線
測
定
機
器　

 

Ｐ
Ａ
‐
１
０
０
０

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班　

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

i

Administrator
線

Administrator
線
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相　談　事　業 日　　　時 場 所 ・ 主 催 問　　合　　先

町民福祉課福祉班　　　　　　☎354-5706

町民福祉課福祉班(人権相談)　☎354-5706

企画調整課(行政相談)　　　　☎354-5702

企画調整課　　　　　　　　　☎354-5702

産業観光課産業振興班(消費生活相談)　☎354-5707

宮城県総合教育センター
不登校相談ダイヤル　　　　　☎784-3567

もみの木教室　　　　　　　　☎354-2041
教育委員会学校教育班　　　　☎354-5713

教育委員会学校教育班　　　　☎354-5713

健康長寿課健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）
保健師・栄養士　  　　　　　☎355-0703

地域包括支援センター　　　　☎354-6525

児童館　　　　　　　　　　　☎354-6888
町民福祉課こども支援班　　　☎354-5798

3相談合同開催
（人権なんでも相談、

行政相談、消費生活相談）

不登校電話相談

法律相談（予約制）

生活保護相談
（予約制）

就学指導相談 役場２階

宮城県総合教育
センタ－

もみの木教室
（まつしま心のケアハウス・
手樽地域交流センター内）

健康電話相談

育児電話相談

高齢者に関する電話相談

保健福祉センタ－どんぐり

児童館
役場1階

4月6日㊋、5月11日㊋
午前10時～午後3時

平　日
午前9時～午後4時

平　日
午前9時～正午

（学校休業日を除く）

平　日
午前8時30分～午後5時

平　日
午前9時～午後5時

松島町社会福祉協議会
相談支援事業所　　　　☎090-1497-0552

障害者（児）一般相談
（委託事業） 松島町社会福祉協議会

平　日
午前9時～午後5時

役場会議室

無 料 相 談

4月8日㊍、4月22日㊍
午前10時～午後4時

4月9日㊎、5月14日㊎
午前10時～午後5時

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、内容が変更になる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

こころの相談
(予約制)

塩釜保健所疾病対策班　　　　☎363-5504

塩釜保健所母子・障害第二班　☎365-3153
ひきこもり・思春期
こころの相談(予約制)

4月21日㊌
午前9時～午前11時30分

4月20日㊋
午後1時30分～午後4時30分

4月   日㊋
午後1時30分～午後4時30分

ＨＩＶ・クラミジア抗体検査、
肝炎検査、梅毒抗体検査、
骨髄バンク登録受付(予約制)

平日午前9時～午後4時
※要予約（詳細は要お問い合せ）

訪問歯科診療の相談窓口

オンライン健康相談

塩釜歯科医師会口腔保健センター
　　　　　　　　　　　　　　☎361-1870

平　日
午前9時～午後4時

塩釜歯科医師会
口腔保健センター

塩釜保健所アルコ－ル・薬物相談
(予約制)

4月22日㊍
午後1時30分～午後5時

がんなんでも相談
宮城県がん総合支援センター
　　　　　　　　　　　　　　☎263-1560

平　日
午前9時～午後4時

宮城県対がん協会

健康長寿課健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）
　　　　　　　　　　　　　　☎355-0703

　日頃から広報まつしまをお読みいただき、ありがとうございます。
　皆さまにとってより有益な情報をお届けするため、「○○な情報を載せ
てほしい」「××が見づらいので△△にしてほしい」
　「表紙に□□を起用してほしい」など、広報まつしまに対する率直な感
想やご意見をお寄せください。
以下のメールアドレスまでご連絡ください。

Mail：matsushima_pr@town.matsushima.miyagi.jp

広報まつしまへの感想・ご意見をお寄せください

▲メール用
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《今月のおすすめ本》

お悩み相談コーナー

本の宝箱
勤労青少年ホーム（図書室）

☎３５４-４０３６

行政相談委員に濵田敏幸さん
　４月１日付けで総務大臣より行政相談委員に
濵田敏幸さんが委嘱されました。
　行政相談委員は、国の仕事をはじめ、独立行政
法人・特殊法人（国立大学・国立病院・郵便局な
ど）等の仕事についての苦情や意見・要望を受け
付け、皆さんと役所との間に立ってその解決の手
助けをします。
　相談は、無料で秘密は守り
ますので、お気軽にご相談く
ださい。

●問合先　
　松島町高城字城内二３５
　☎３５４‐２４６３

≪話題の本≫

「ブラック・ショーマンと
　　　　　  名もなき町の殺人」

　東野　圭吾　著

《一般書の新着本》

　結婚を控えた真世の元に父の訃報が届いた。状況から殺人事
件と判断された。真世は実家に戻る。そこは寂れた観光地を抱
える小さな町。コロナ禍により再興計画も倒れ殺人事件まで起
きてしまった。事件は犯人も犯行の流れも謎だらけで真相が見
えない。途方に暮れる真世の前に、とある人物が現れる。その
〝黒い魔術師〟が知恵と仕掛けを駆使して犯人と警察に挑む。

「 小　箱 」　　　　　　　　　　　　　　　 小川　洋子　著
「 銀の夜 」　　　　　　     　　　　　　　  角田　光代　著
「 伊達女 」　　　　　　　　              　  佐藤　巖太朗　著　　　
「 デルタの羊 」　　　　　　　　　　　       塩田　武士　著
「 ザ・ロイヤルファミリー 」　　 　　　　　早見　和真　著
「 朝10分でできる スープ弁当 」    　　　　 有賀　　薫　著

《児童書の新着本》
「 ねこは るすばん 」 　　　　　　　　　　　町田　尚子　作　
「 分解する図鑑 」 　　　　　　森下　信・石井　克枝　監修
※ここで紹介している本は、新しく受け入れたものの一部です。

《図書室からのお知らせ》
■ イベント情報  「子ども読書の日」ブックラリー
　 　　　　　　　   ４月１７日㊏～５月３０日㊐
■ 施設情報
● 開 館 時 間　平　　　　日　午前１０時～午後５時
　　　 　　　　土・日・祝日　午前１０時～午後４時
● 今月の休館日　４日、１１日、１８日、２５日

納期限にご注意
　４月３０日㊎が納期限のものは次のとおりです。
● 国民健康保険税(暫定)　　１期
● 介護保険料(暫定)　　　　１期
● 水道料金　　　　　　　  ４月分
町税などは便利で納め忘れのない口座振替を
推奨しております。
また、納付が困難な場合はお早めにご相談く
ださい。
● 問合先
　 町税について　　　　　　　　　
 　財務課税務班　　　　☎３５４-５７０３
　 水道料金について
 　水道お客様センター　☎２９０-０００５
　 介護保険料について
 　健康長寿課高齢者支援班　☎３５５-０６７７

歯科休日診療
☎366-4712
☎364-6478
☎362-5213
☎353-4092
☎366-5503
☎353-2161
☎362-2238
☎365-7721
☎362-0182

塩釜市佐浦町13-22
多賀城市大代5-2-1
多賀城市下馬2-8-5
宮城郡松島町磯崎字磯崎105-3
多賀城市八幡3-6-12　都ビル2F
宮城郡松島町松島字陰ノ浜7-7
塩釜市本町10-3
塩釜市錦町7-6
塩釜市杉の入3-2-1

熊谷歯科口腔外科クリニック
杉山歯科医院
こう歯科クリニック
西村歯科医院
多賀城中央歯科医院
松島中央歯科医院
郷家歯科医院
ササキ歯科クリニック
杉の入歯科医院

㊐
㊐
㊐
㊐
㊍・祝
㊐・祝
㊊・祝
㊋・祝
㊌・祝

4月  4日
4月11日
4月18日
4月25日
4月29日
5月  2日
5月  3日
5月  4日
5月  5日

診療場所

午後6時30分～午後9時30分

● 問合先　松島病院　　　　　　　　　　　松島町高城字浜1-26　 ☎354-5811
    　　　　塩釜地区休日急患診療センタ－　塩釜市錦町7-10　　　 ☎366-0630

松島病院

塩釜地区
休日急患
診療センター

日曜・休日（国民の祝日）

日曜・休日（国民の祝日）

土曜日（休日に当たる日を除く）

内科・小児科

内　科

午前8時45分～午前11時30分
午後１時～午後4時30分

 小児科
（１５歳まで）

昼夜間

診療科目受付時間診　　療　　日

休日・急患診療（内科・小児科）のご案内

 ▲ 濵田敏幸さん

法テラス出張所閉鎖のお知らせ
　法テラスでは、３月３１日をもちまして宮城県
内にある東松島・南三陸・山元の各出張所を閉鎖
しました。法テラスは、今後も住民の皆様のお悩
みを解決するために一層努めてまいります。身近
な法的トラブルについて、弁護士等による法律相
談や解決に役立つ法制度情報を希望する場合は、
法テラス宮城（☎０５７０-０７８３６９）まで
ご連絡ください。
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２
月
21
日
、
松
島
第
五
小
学
校
区
子

ど
も
会
よ
り
お
声
が
け
い
た
だ
き
、
６

年
生
を
送
る
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
様
々
な
活
動
が
で
き
な
か
っ

た
た
め
、
子
供
た
ち
の
前
に
出
て
活
動

す
る
今
年
度
初
め
て
の
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
事
前
の
準
備
や
打
合
せ
を
十
分

に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

大
縄
大
会
の
お
手
伝
い
や
ジ
ャ
ン
ケ
ン

列
車
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
な
ど
で

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

定
期
的
に
集
ま
り
、
様
々
な
研
修
を

積
み
な
が
ら
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
る

松
島
町
の
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
を
、

ぜ
ひ
様
々
な
場
面
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
班　

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
４

二扇三扇四扇五扇六扇六曲

➡

一隻（二隻組みのものを一双と呼ぶ）
いっせき

一扇
いっせん

　

「
帝
鑑
図
」
と
は
、
中
国
明
代
の
萬
歴
元
年
（
１
５
７
２
）
に
出
版
さ
れ
た
『
帝
鑑
図
説
』
と
い
う
書
籍
を
元
に
制
作
さ
れ
た
絵
画
の
こ
と
で
す
。

『
帝
鑑
図
説
』
は
10
歳
と
い
う
若
さ
で
即
位
し
た
明
の
皇
帝
・
神
宗
の
教
育
の
た
め
に
古
代
中
国
の
王
た
ち
の
善
行
・
悪
行
に
ま
つ
わ
る
１
１
７
の
逸

話
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
日
本
で
は
慶
長
十
一
年
（
１
６
０
６
）
に
豊
臣
秀
頼
の
命
に
よ
っ
て
最
初
に
翻
刻
・
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
元
々
挿
絵
付
き
で

し
た
が
、
こ
れ
を
元
に
し
た
大
画
面
の
障
壁
画
や
屏
風
な
ど
が
狩
野
派
の
絵
師
た
ち
に
よ
っ
て
描
か
れ
、
「
帝
鑑
図
」
と
し
て
武
家
社
会
の
中
に
広
く

流
行
し
ま
す
。

　

さ
て
、
松
島
町
に
伝
わ
る
帝
鑑
図
屏
風
は
６
枚
の
画
面
で
構
成
さ
れ
た
屏
風
が
２
つ
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
、
六
曲
一
双
と
い
う
形
態
で
（
図
１
）
、

他
の
多
く
の
収
蔵
品
同
様
に
伊
達
家
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

１
つ
の
逸
話
が
１
枚
の
絵
で
表
現
さ
れ
て
お
り
、
善
悪
３
話
ず
つ
、
計
12
話
が

バ
ラ
ン
ス
良
く
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
紙
面
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
回

は
こ
の
内
、
善
行
に
ま
つ
わ
る
「
屏
書
政
要
」
と
い
う
１
話
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
屏
書
政
要
」
は
「
屏
風
に
政
要
を
書
く
」
と
い
う
意
味
で
、
政
要
は
優
れ
た

政
治
を
行
っ
た
名
君
で
あ
る
唐
・
太
宗
の
言
行
を
記
し
た
『
貞
観
政
要
』
と
い

う
書
籍
を
指
し
ま
す
。
話
の
内
容
は
、
唐
・
宣
宗
が
国
を
治
め
る
に
あ
た
っ
て
、

先
祖
の
治
世
を
手
本
と
す
る
た
め

に
『
貞
観
政
要
』
の
一
節
を
屏
風

に
書
き
付
け
、
常
に
目
に
と
め
る

よ
う
心
が
け
た
と
い
う
も
の
で
す
。

図
２
は
画
面
の
一
部
で
す
が
、
室

内
に
白
い
衝
立
が
置
か
れ
、
正
に

政
要
を
書
こ
う
と
し
て
い
る
様
子

が
見
て
取
れ
ま
す
。
仙
台
藩
を
治

め
る
伊
達
家
の
持
ち
物
に
ふ
さ
わ

し
い
画
題
と
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　

（
学
芸
員
・
米
城
）

とても楽しく、充実した活動になりました
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▲楽しく活動しています！（「まつしまキッズ」のみなさん）

＜あさりと春キャベツの豆乳スープ＞

（一人あたり）
エネルギー：１９６kcal　　　食塩相当量：１.５g

一緒にヘルスメイトとして活動しませんか？
おいしく食べるコツや健康になるためのヒントを学んで、食生活改善推進員（ヘルスメイト）として一緒に町の食育を推進し
ましょう！
● 定例会実施日　毎月第４金曜日に開催（※変更あり）
● 会　　　　費　２,０００円（１年分）
● 申込・問合先　健康長寿課健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）　☎３５５-０７０３

　春キャベツをはじめ、旬の食材をたっぷり使った、豆乳スープです。キャ
ベツには、胃腸薬の成分となっているビタミンU（別名キャベジン）が多く
含まれます。特に、春キャベツの中心に近い、黄色い葉に多く含まれている
といわれています。

（作り方）
① あさりは砂抜きをする。キャベツはざく
 　切りに、じゃがいもは一口大に切り、水にさらしておく。にんにくはみじん切りにする。
② 鍋にバターを入れて火にかけ、にんにくとベーコンを炒める。
③ 香りがでてきたら、あさりと酒を加え、蓋をして蒸し煮にする。
④ あさりが開いてきたら、キャベツを加える。キャベツがしんなりしてきたら、じゃがい
 　もとコンソメ、水を入れて、煮る。
⑤ 豆乳を加えて、弱火であたためる。塩こしょうで味をととのえて、できあがり。

※
祝
金
贈
呈
対
象
者
は
米
寿
は
町
内
在
住
５
年
以

上
、
白
寿
は
町
内
在
住
10
年
以
上
の
方
で
、
誕
生

月
の
初
日
に
松
島
町
住
民
と
し
て
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
と
な
り
ま
す
。

白
寿
お
め
で
と
う

◆ 

櫻
井　
　

勉　

（
手
樽
）

◆ 

高
嶋　

政
男　

（
本
郷
）

松
島
で
き
ら
っ
と
活
躍
さ
れ
て
い
る
人
を
紹
介
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

〜
「
ま
つ
し
ま
キ
ッ
ズ
」
の
み
な
さ
ん
〜

材料（４人分）
あさり・・・・・・・・・200ｇ
春キャベツ・・・・・・・1/4個
じゃがいも・・・・・・・・2個
にんにく・・・・・・・・1かけ
コンソメ・・・・・・・・・2個
ベーコン（ハーフ）・・・・4枚
水・・・・・・・・・・ 300ml
豆乳・・・・・・・・・ 400ml
塩こしょう・・・・・・・ 少々
酒・・・・・・・・・・大さじ1
バター・・・・・・・・・ 10ｇ

３
月
敬
老
祝
金
贈
呈
者

米
寿
お
め
で
と
う

◆ 

西
村　

定
男　

（
磯
崎
）

◆ 

伊
藤　

ケ
イ
子
（
松
島
） 

◆ 

佐
久
間　

末
子
（
磯
崎
）

◆ 

阿
部　

さ
つ
子
（
根
廻
）

◆ 

赤
間　

豊
子　

（
北
小
泉
）

◆ 

内
海　

ゑ
な
子
（
桜
渡
戸
）

◆ 

伊
藤　

美
知
子
（
磯
崎
）

◆ 

小
畑　

は
る
子
（
根
廻
）

◆ 

阿
部　

辰
子　

（
上
竹
谷
）

◆ 

赤
間　

貞
夫　

（
初
原
）

◆ 

及
川　

壽
子　

（
松
島
）

◆ 

佐
藤　
　

允　

（
本
郷
）

　

今
月
は
子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
ま
つ
し
ま
キ
ッ
ズ
」
の
み
な
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

　

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
ま
つ
し
ま
キ
ッ
ズ
」
は
毎
週
木
曜
日
、
磯
崎
地
区
の
華
園
集
会

所
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
幼
稚
園
入
園
前
の
お
子
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
対
象
で
、
お
母

さ
ん
同
士
の
情
報
交
換
や
お
友
達
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
取

材
当
日
（
２
月
下
旬
）
は
、
お
別
れ
会
・
お
誕
生
日
会
で
し
た
。
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
雰
囲
気
で
、
お
母
さ
ん
た
ち
も
子
ど
も
の
様
子
を
見
な
が
ら
楽
し
く
お
話
さ
れ
て
い

る
の
が
印
象
的
で
し
た
。
時
期
に
よ
っ
て
は
、

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
木
村
知
恵
さ
ん
は
、
「
サ
ー
ク
ル

に
く
る
と
、
お
母
さ
ん
た
ち
と
ゆ
っ
く
り
話

が
で
き
、
息
抜
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
も
お
友
達
が
で
き
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま

し
た
。
見
学
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
遊
び
に
き
て
ほ
し
い
で
す
。
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

子
育
て
サ
ー
ク
ル
は
「
ま
つ
し
ま
キ
ッ
ズ
」

を
は
じ
め
、
町
内
２
カ
所
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
児
童
館
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



■その他のご案内

●健康長寿課健康づくり班(保健福祉センターどんぐり)　☎３５５-０７０３

内　　　　　容 日　付 受付時間受付時間 場　　所 対　　　　　　　象

１歳６か月児健診

２歳６か月児歯科健診

午後０時４５分
　　　　～午後１時

保健福祉センター
どんぐり

４月２０日㊋

４月２７日㊋

■乳幼児健診のご案内

令和元年８月～令和元年９月生

平成３０年１１月～平成３０年１２月生

内　　　　　容 日　付 時 　 間 場　　所 備　　　　　　　考

※左記の日程以外での交付も可能なのでご連絡ください。
※マイナンバーが確認できる書類と、運転免許証などの身元
確認書類をお持ちください。

健康や栄養、歯科口腔に関することなど保健師、管理栄養士、
歯科衛生士が幅広く相談に応じます。

母子健康手帳の交付

健康相談
～赤ちゃんから成人の方どなたでも～

保健福祉センター
どんぐり

午前９時３０分
　　  ～午前１１時

午前１０時
                 ～正午

４月１２日㊊
２６日㊊

４月１２日㊊
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「児童扶養手当」が変わります
障害基礎年金等を受給しているひとり親のご家庭の皆さまへ

障害基礎年金等 児童扶養手当

改正前 本体部分
障害基礎年金等の全体額が
児童扶養手当の額を上回る
ため、手当金額が支給停止。子の加算部分

全額
支給停止

改正後

比較
調整

差額を
支給

＞

障害基礎年金等 児童扶養手当＜

本体部分

子の加算部分と同額分は支給停止。

差額を支給

子の加算部分

比較
調整

　令和３年３月分（令和３年５月支払い）から手当額の算出方法と支給制限に関する所得の算定方法が変更されます。
 変更点①　児童扶養手当と調整する障害基礎年金等の範囲
　これまで、障害基礎年金等を受給して
いる方は、障害基礎年金等の額が児童扶
養手当の額を上回る場合、児童扶養手当
を受給できませんでしたが、令和３年３
月分の手当以降は、児童扶養手当の額が
障害年金の子の加算部分の額を上回る場
合、その差額を児童扶養手当として受給
できるようになります。

 変更点②　支給制限に関する所得の算定
　児童扶養手当には、受給資格者（母子
家庭の母など）と受給資格者と生計を同
じくする民法上の扶養義務者（子どもの
祖父母など）などについて、それぞれ前年の所得に応じて支給を制限する取り扱いがあります。令和３年３月分の手当以降は、
障害基礎年金等を受給している受給資格者の支給制限に関する「所得」に非課税公的年金給付等（障害年金、遺族年金、労災
年金、遺族補償など）が含まれます。

手当を受給するための手続きや支給開始日など、詳細については役場町民福祉課までお問い合わせください。
●問合先　町民福祉課こども支援班　☎３５４-５７９８

イ　ベ　ン　ト 対　　　　象 日 　 程 時　　間 内　　　容

✿希望園に行ってみよう会

✿赤ちゃんほっとサロン

✿どんぐり保健室
※予約不要 ４月２６日㊊

４月２３日㊎

●松島町児童館　　☎３５４-６８８８　FAX３５５-１０２２
■各イベント開催のご案内

希望者は予約が
必要です

乳児(０歳児)親子

０歳～１８歳までの
お子さまと保護者

✿マークは、乳幼児親子向けのイベントです。　

教　　室　　名 日 　 程 時　　間 内　　　　　　　　容

✿読み聞かせの会

✿なかよし教室

午前１０時３０分
　　　～午前１１時

午前１０時３０分
～午前１１時３０分

読み聞かせボランティア「おはなしころころ」さんによる絵本や紙芝居、
パネルシアターなど児童文化を楽しみます。

保育士の先生やお友達と一緒にクラス活動を経験します。２～３歳児の
教室です。

４月１２日㊊

４月２１日㊌

■親子教室等の日程(下記の教室は登録した親子が対象です)

「希望園」は、親子が一緒に療育を受けながら、お
子さまにとって必要な生活習慣の確立と成長に関す
る支援を行っている場所です。

松島町の保健師、栄養士とお子さまの成長や予防接
種、ことば、離乳食についてお話ししませんか？気
軽に遊びに来て下さい♪

初めての育児や、赤ちゃんとの生活で戸惑うことも
あるかと思います。助産師・保健師と一緒に、赤ちゃ
んのこと、母乳のことなどお話ししてみませんか？ 
赤ちゃんを囲みながらほっと一息つける時間を過ご
しましょう。

午前１０時
～午前１１時３０分４月１３日㊋

午前１０時
～午前１１時３０分

午前１０時
～午前１１時３０分

松島の子育て 検索

開　館　時　間　　
月～土曜日　午前９時開館
小学生：午後５時まで （４月～１０月)
中学生：午後６時まで　高校生：午後７時まで
新型コロナウイルス感染予防のため、開館時間
短縮しています。詳しくは児童館までお問い合
せください。

休　　館　　日　　
日曜・祝日・年末年始（１２月２８日～１月４日）　

松島町児童館
じ　　　どう　　  かん

松島町こども
支援班
Facebook

https://www.facebook.com/
MatsuKodomo/

松島町
子育て
支援サイト

https://matsushima-kosodate.com/

27 広報まつしま

【来訪神がやっでくる】
　１月３０日㊏現代美術家のパルコキノシタさんをお迎えしてワーク
ショップを実施しました。
　みんなに幸せをもたらし、悪いものを外へ追い出してくれると言わ
れている来訪神を作りました。
　思い思いに表情豊かな来訪神を作った後には、コロナ退散を願って
楽器で音を鳴らしながら館内を練り歩きました。
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 子
育
て
　
　
　
 健
康
　
　
　
 福
祉
・
介
護
　
　
　
 観
光
　
　
　
　
 ス
ポ
ー
ツ
　
　
　
 文
化
・
学
び

　
 イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
　
 〇
 囲
み
の
数
字
は
本
誌
の
該
当
ペ
ー
ジ
で
す
。

4
月
号
　
N
o．
5
5
6
　
令
和
3
年
4
月
１
日
発
行

　
i

生
活
保
護
相
談
㉒

生
活
保
護
相
談
㉒

2
歳
6
か
月
児
歯
科
健
診
㉖

1
歳
6
か
月
児
健
診
㉖

希
望
園
に
行
っ
て
み
よ
う
会
㉖

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
㉖

健
康
相
談
㉖

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
㉖

ど
ん
ぐ
り
保
健
室
㉖

読
み
聞
か
せ
の
会
㉖

な
か
よ
し
教
室
㉖

赤
ち
ゃ
ん
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
㉖

ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
相
談
㉒

法
律
相
談
㉒

i
人
権
な
ん
で
も
相
談
、
行
政
相
談
、

消
費
生
活
相
談
㉒

i

納
期
限
㉓

国
民
健
康
保
険
税
(暫
定
)１
期
、

介
護
保
険
料
(暫
定
)１
期
、

水
道
料
金
 ４
月
分

i

幼
稚
園
入
学
式
、

小
学
校
、
中
学
校
入
学
式

i

松
島
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
は
こ
ち
ら
か
ら

　
松
島
町
で
は
H
P
、
In
st
ag
ra
m
、
Fa
ce
bo
ok
、
Tw
itt
er
で
最
新
の
情
報
を
発
信
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
防
災
・
防
犯
情
報
を
「
安
心
・
安
全
メ
ー
ル
」
で
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

H
P
用

In
st
ag
ra
m
用

Fa
ce
bo
ok
用

Tw
itt
er
用

安
心
・
安
全
メ
ー
ル
用

証
明
書
発
行
・
公
金
収
納

窓
口
夜
７
時
ま
で

昭
和
の
日

証
明
書
発
行
・
公
金
収
納

窓
口
夜
７
時
ま
で

証
明
書
発
行
・
公
金
収
納

窓
口
夜
７
時
ま
で

証
明
書
発
行
・
公
金
収
納

窓
口
夜
７
時
ま
で

こ
こ
ろ
の
相
談
㉒

ＨＩ
Ｖ・
クラ

ミジ
ア抗

体検
査、

肺炎
検査
、

梅毒
抗体
検査
、骨
髄バ
ンク
登録
受付
㉒

　
掲
載
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
等
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
中
止
ま
た
は
延
期

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
お
出
か
け
前
に
各
記
事
に
記
載
さ
れ
て
い
る
番
号
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

瑞
巌
寺
杉
道
市
⑰

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の
施
設
休
館
情
報
等
は

P
1
4
-1
5
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

～
差
別
の
な
い
、
み
ん
な
が
思
い
や
り

　
の
心
を
持
っ
て
支
え
合
う
町
に
～

シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
中

小
学
校
、
中
学
校
始
業
式

i
町
営
住
宅
入
居
募
集
〆
⑳

i
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